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２）懇話会をきっかけとして生まれた新たな連携・協働

　■　きいてネットとの連携

きいてネットは、成人障害者の退勤後の余暇活動を

支援するプログラムの１つとして、心身をリラックス

させる効果の高い運動であるピラティスを実施してい

る。これを当館展示室内で行いたいという提案を受け、

2025 年度に夏・冬の 2 回に分けて試行することとし

た。実施にあたっては、単なる場所貸しとならないよ

う、博物館の資料・展示物に関する研究員解説（写真 1）

の時間を設け、展示物を眺めやすい位置を会場とする

などの工夫を施した。実施は他の来館者の観覧の妨げ

にならない閉館後の約 2 時間とした。

第 1 回は 8 月にコレクショナリウムの魅せる収蔵庫

前にて鳥類本剥製や美麗昆虫標本を眺めながら、第２

回は１２月に本館展示室 1 階にてアメリカマストドン

の全身骨格を眺めながら実施した（写真 2）。いずれの

回も少人数の参加であったが、研究員解説の時間には

様々な質問が参加者からあり、普及活動としても充実

した時間となった。第２回では、展示室にあった霊長

類の全身骨格の化石レプリカは、ピラティスでの体の

動かし方の説明にも活用されるなど、博物館で行う思わぬ利点に気づかされた。

　■　三田市手をつなぐ育成会との協働

懇話会をきっかけに交流する中で、育成会から挨拶運動のような取り組みを博物館と一緒

にできないかという提案をいただいた。当館では毎月第 1 日曜日をキッズサンデーと定め、

未就学児向けに様々なプログラムを提供している。その日のプログラム一覧のチラシを入口

にて来館者に配布していることから、育成会のみなさんにこの活動を手伝っていただくこと

とした。実施日は障害者週間にもあたる 12 月第 1 日曜

日とした。今回の取り組みは双方にとって新たな挑戦

であり、どこまでうまくできるかという期待と不安の

入り交じった気持ちで当日を迎えた。

当日は育成会の会員（障害者）5 名とその保護者 6 名、

当館館員が、10 時からと 11 時からの 2 班に分かれて来

館者にチラシを配った。育成会会員の特性は多様であっ

たが、それぞれの表現で挨拶をしたり、積極的にチラシ

を手渡したりするなど初めての体験にもかかわらず概ね

写真１　研究員による展示解説

写真２　昆虫標本を眺めながらの
ピラティス

写真３　育成会メンバー（右）による
チラシ配布
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順調な実施となった。育成会会員から小さなお子さんが自然とチラシを手に取る場面や、その

親がお子さんにチラシを受け取ったお礼のあいさつを促す場面も多くみられた（写真 3）。

　■　視覚障害者団体の来館時のプログラム提供

兵庫県では各市町が青い鳥学級という、視覚障害者がボランティアと共に生涯学習を通し

て、仲間作りや生きがいを見つけようとする交流の学級を開講し、体験学習や課外授業など

も実施している。懇話会にて三田市から、当館を会場に青い鳥学級の課外学習を実施したい

との相談を受け、視覚障害者 25 名、介助者 25 名をあわせた 50 名の団体を受け入れること

となった。博物館では標本や剥製、パネルや映像資料など視覚優位な展示物が多く、視覚障

害者が楽しみにくいバリアとなっている。当館には常設展示物の一部に触察できるものがあ

るほか、ミュージアムボックスという来館者が自由に手に取って学べる教材セットがある。

しかし、その数は充分ではなく広報も弱いため、視覚障害者にとって来館意欲が起きにくい

面がある。そこで、この機会を、館員のＤＥＩ接遇の経験値を高め、視覚障害者向けのコン

テンツ提供のあり方を考える機会と捉えて取り組むこととした。

当日のプログラムは、①虫や鳥の鳴き声などの自然の音をきいて楽しむセミナー、②アン

モナイト化石の実物に触れると共に、樹脂でそのレプリカを作成するアクティビティ、③企

画展「甲虫展 - ひとはくコレクションのビートルズ -」に合わせて昆虫の拡大模型を用いて昆

虫の構造を学んだのち、生きた昆虫に触れる体験をセットにした研究員解説と常設の触察展

示物やミュージアムボックスを楽しむ自由時間、の 3 つのコンテンツで構成し、3 班に分か

れて①～③を順番に体験していただいた。

受講者の多くが、熱心に展示物などに触れ、虫

や鳥の鳴き声を聞き、満足されている様子であっ

た。アンケートでも、再来館したいとの意欲や、

嗅覚や野外活動を伴うアクティビティへの要望、

常設展の音声ガイドを求める声などの回答が得ら

れた。介助者からの回答では、触察展示が多いと

見るだけの展示物の口述説明の負担が少なくて助

かったという声が寄せられ、介助者を介さなくて

も楽しめる展示物の必要性を再認識した。

２．ＤＥＩ行動規範の策定

１）策定の背景と館内での議論の流れ

ＴＦでは、発足時よりＤＥＩについて長く取り組んで行くためには、特定少数の職員に頼

るような体制にならないよう、全職員がごく当たり前にこの課題に向き合える組織文化を醸

写真４　昆虫の生体に触れて
楽しむ参加者



－ 61 －

障害者の生涯学習に関する地域連携とＤＥＩ行動規範の策定

研
究
発
表
⑨

成する必要があると認識している。そのため、館員の心理的・技術的ハードルを下げるため

に、不定期の自由参加型の研修会・ゼミを頻繁に開催し、ＴＦの活動や書籍、他館事例など

の紹介し理解度の向上を図ったり、多くの館員から協力を得ることを意識して環境改善作業

を行ったりしている。これと並行して、ＤＥＩ推進に関する組織としての文書をとりまとめ

る準備をＴＦでは進めてきた。

ＤＥＩ推進に関する文書としては一般にＤ＆Ｉ宣言が知られており、多くの企業や大学が

掲げている。これらの宣言は、組織としての取り組み姿勢を対外的に示すものであって、職

員にとっては実際にどのように行動すればよいのかが推し量りにくいものとなっている。そ

こで、当館では宣言ではなく、館員がＤＥＩの課題解決のために行動する際の拠り所となる

ガイドラインの策定を目指すこととした。

ガイドラインでは、博物館事業を複数の場面に分け、それぞれの場面で来館者の特性にあ

わせた環境整備、接遇を行うための基本的な考え方をまとめることとしたが、策定の過程で、

事業の場面や特性が多様性に富むためすべてを網羅することができないこと、文章量が多く

なりすぎたり専門用語が増えたりして参照されない文書にならないようにすること、臨機応

変な対応が求められることが多いＤＥＩ課題に対してはマニュアルではなく、対応にあたっ

ての基本的原則の理解を深められる文書とすることなどの、様々な課題が明らかとなった。

そこで、策定にあたっては、できるだけ平易な文章で構成すること、必須の専門用語につ

いては用語解説などを含めること、読み手が必要な時に必要な箇所だけを選択して読んでも

理解できるような体裁とすることを目指した。特に、分量の削減については、最重要な内容

を十箇条にまとめて表現することとした。また文書死蔵の回避と、当館の行動に対する外

部からのチェックがはたらくよう、ガイドラインの主要部分をＨＰで公表することとした。

2025 年 3 月に素案を館内で共有したところ、内容には大きな異論はなかったが、体裁に関

しては「文章量が多い」「十箇条は多い」という指摘があった。一方で、「理念だけでなく行

動を起こせるように事例集がほしい」といったより具体的な情報提供を望む声や、「情報量

の多い公開は誤解を誘発するのではないか」といったＤＥＩに関する情報発信のセンシティ

ブな部分について懸念する声も聞かれた。

２）ひとはくＤＥＩ行動規範

前述の意見を踏まえ、文章量の多いガイドラインをワンパッケージで提供するのではなく、

行動する際に注意すべき原則・指針をまとめた理念的な内容を扱う「行動規範」と、場面ご

とに留意する点をまとめた「ガイドライン」、館内事例を記録する「事例集」とを分けて編

纂する方針に変更した。議論が深まっていた行動規範を先行してまとめることとし、2025

年 7 月末に館内了承を得て、10 月に公表したものが表 1 になる。

ひとはくＤＥＩ行動規範は前文、原則、指針で構成され、これに加えて策定の背景や考え

方を記した附帯文書がある。素案の十箇条は、理念的な 3 条を原則に、行動する際に留意す

る考え方を示した 7 条を指針と位置づけることで認知しやすくした。また附帯資料は、細
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かい解説を本文に含め文章量が多くなるのを避けつつも、策定意図を知りたい読み手に配慮

したものである。本行動規範は下記ＵＲＬで公表しており、誰でも確認できる。（https://

www.hitohaku.jp/infomation/deisdgs/SDGs-dei.html#conduct_code）

３）今後の課題

行動規範の策定により、館内でのＤＥＩの取り組みの基調を整えることができた。しかし、

ＤＥＩを組織文化として定着させるには、規範の理解だけでなくそれを活用して日々の業務

の中で館員が実践することが不可欠である。館員のＤＥＩについての知識や関心には幅があ

るため、今後は館内のＤＥＩ取組事例を可視化して継続的に関心を喚起すると共に、多様な

特性を持つ来館者にとって有益な事業が展開できるよう事業ごとのガイドラインを策定して

いきたい。

ＤＥＩの取り組みは館員だけで深めるには限界があり、利用者との対話を通して行うのが

望ましい。行動規範を公表することで、このような対話において基本的な考え方の共有がス

ムースとなることも期待している。

表１　ひとはくＤＥＩ行動規範の全文。附帯資料はＨＰを参照のこと。

ひとはくDEI 行動規範

　兵庫県立人と自然の博物館（ひとはく）は、「地域を愛する心を育み、地域の自然・環境・文化を未来に
継承する」というミッションを掲げています。 
　このミッションは、一人でも多くの人に届けることを理想とするものです。また、これはひとはくと多
様な人々との協働の下で実現するものと認識しています。多様な視点を身につければ博物館活動の質が高
まり、より多くの人にとってわかりやすく、共感しやすい体験を届けられるようになります。また、様々
な配慮ニーズを満たせれば結果としてすべての来館者にとっての過ごしやすい環境が創出できます。ひと
はくは多様性（Diversity）、衡平（Equity）、包摂（Inclusion）の推進によって、人びとの対話と創造性を
育む場としてのひとはくの機能を高め、持続可能で公正な社会づくりを目指します。 
　ひとはくは、共生社会の実現に貢献するとともに、わたしたちのミッションの達成のために、下記に示
す 3 つの原則と 7 つの指針を定め、博物館運営に取り組みます。 

【3つの原則】

1.　利用者には様々な要因でひとはくのサービスに接続しづらい状況が常に生じうることを認識し、その解
消に努めます。 

2.　わたしたちには知らず知らずのうちに偏見を持ってしまう可能性があることを理解して、その解消に努
めます。 

3.　「配慮するもの・されるもの」などの固定した役割・立場に囚われない柔軟な対応に努めます【非対称
性の解消】。

【7つの指針】

1.　誰もが安全・安心して滞在できる空間の整備を続けます。 
2.　一人一人が感じている利用しにくさに向き合い、その解消方法を一緒に考えます。 
3.　誰もが理解しやすい表現方法で情報提供します。 
4.　来館が難しい環境に置かれている方々に、ひとはくのサービスを届けることに取り組みます。 
5.　知らず知らずのうちに偏見を抱かぬよう、また無意識に抱えている偏見を取り除けるよう、多様な主体

との連携を深め、 建設的対話を続けます。 
6.　差別・偏見・無理解の解消のため、職員は DEI について学び続けます。 
7.　職員の多様性を重視し、各々の能力が発揮できる職務環境を創出します。
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１．はじめに

近年、研究者には、自身の科学的な探求で新しい知識を得るだけでなく、積極的に研究成果

を発信して社会に還元することが求められている。これは国民の科学リテラシーの向上にも資

すると考えられるが、研究者にとっては、自身の専門分野や研究の重要性を広く周知して、理

解を深めてもらうまたとない機会であり、展示を活用することで効果的な発信も期待できる。

演者の研究や企画展などの展示に関する事例を紹介する。

２．研究と展示の事例

１）高山植物の研究と企画展

演者は、主に高山植物の多様性に関して、国内外の共同研究者と共に様々なアプローチで

研究を行っている。近年は特に、石灰岩や蛇紋岩などを基岩とする特殊岩地にも着目して、

高山植物の多様性や環境適応機構を解明するため、地質学者との分野横断的な合同調査など

も進めている（図 1）（例えば、Murai et al., 2024、2025）。また現在、高山植物は気候変

動などの影響で危機的な状況にある。そのため、自生地での生息（生育）域内保全や植物園

での域外保全に、長野県環境保全研究所や白馬五竜高山植物園、北海道大学植物園などと共

同で取り組んでいる（図 2）（村井ら 2023 など）。さらに、これらの研究や保全の成果につ

いては、館内だけでなく館外でも、一般向けのセミナーや企画展を活用して紹介している。

 　 

植物の多様性に関する研究と
その成果の展示への活用

国立科学博物館　植物研究部　研究主幹 村井  良徳

図１：水晶岳の特殊岩地での調査の様子 図２：筑波実験植物園での域外保全の様子
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2018 年 5 月 19 日～ 27 日には、筑波実験植物園で初めてとなる高山植物に関する総合的

な企画展「高山植物～かけがえのない高嶺の花たち～」を開催した（図 3）。この企画展では、

パネル展示や標本資料、写真展に加えて、100 種以上の高山植物のリビングコレクションも

展示した（図 4）。絶滅危惧種も多く展示して、その存在や希少性、保全の必要性などを、実

際の植物と共に紹介した。また、共同研究を行っている植物園の研究者やスタッフによるセ

ミナーも実施した。

 　 

2024 年 7 月 30 日～ 11 月 4 日には、上野本館において、企画展「高山植物～高嶺の花た

ちの多様性と生命のつながり～」を開催した（図 5）。展示には演者の研究内容も盛り込みな

がら（図 6）、各種標本資料と共に様々な角度から高山植物について紹介した。また、高山植

物のアクリル樹脂包埋標本の活用により、3 カ月以上もの間、「開花株」を展示することがで

きた（図 7）。さらに会期中には、研究者をはじめ行政機関（環境省）の職員ともイベントを行っ

たところ（図 8）、毎回多くの参加者があり好評を得ることができた。会期を通じて 21 万人

をこえる多くの来場者に、高山植物の多様性や、危機的な現状、保全の取り組みなどを伝え

る貴重な機会となった。

    

図３：筑波実験植物園で開催した企画展 図４：リビングコレクションの展示

図５：上野本館で開催した企画展 図６：高山植物の研究に関する展示
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２）バーチャル企画展「高山植物」

前述の企画展に続き、2024 年 11 月 18 日からは、フルバーチャル企画展を開催中である（図

9）。この企画展は、当館の科学系博物館イノベーションセンターや協力機関などと共に展示

を作り、国立科学博物館賛助会のご支援を受けて公開した。パソコンをはじめ、専用アプリ

をダウンロードすればスマートフォンやタブレット端末でも、無料で楽しむことができる。

第 1 章は「バーチャル白馬岳」として、大雪渓周辺やお花畑、頂上周辺の稜線などをバーチャ

ル登山しながら、高山植物の多様性について学べる内容となっている。また、第 2 章は「高

山生態系の危機と保全」として、高山植物の多様性の危機や保全の取り組みも紹介している。

前者では登山をすることが難しい方でも気軽に体験でき、後者では普段見ることのできない

希少な植物やその保全、さらに研究についても、知ることができる。

また、関連イベントとしては、バーチャルガイドツアーも実施した。バーチャル企画展の

全コンテンツ公開後の 2025 年 1 月 18 日と 19 日、さらに夏山シーズンがはじまった同年

7 月 5 日の計 3 日間、午前と午後に 1 回ずつ実施した。バーチャル空間内の白馬岳の稜線に

おいて（図 10）、北海道などの遠方の参加者にもリアルタイムでガイドツアーを提供するこ

とができた。この他にも、バーチャル企画展のコンテンツの一部も活用しながら、学校向け

の授業なども実施している。

 　 

図７：コマクサのアクリル樹脂包埋標本 図８：環境省職員とのイベントの様子

図９：バーチャル企画展「高山植物」の
トップ画面

図 10：バーチャルガイドツアーの様子
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３）筑波実験植物園の「クレマチス園公開」とその関連研究

キンポウゲ科センニンソウ属（Clematis）は、花が非常に多様なグループで、園芸植物と

して人気があり、国立科学博物館筑波実験植物園の主要なリビングコレクションの一つであ

る。野生種をはじめ、100 年以上前にヨーロッパで作出された園芸品種（栽培品種）や、戦

後に日本で作出された希少品種、近年国内外で作出された最新品種など、350 種類以上を

保有している。例年、4 月下旬から 6 月上旬頃まで「クレマチス園公開」を開催し、驚くほ

ど多様な花を通じて、植物の多様性について紹介している（図 11）。またコロナ禍に入った

2020 年に YouTube で展示を紹介する試みをはじめ、翌年からはライブ配信（アーカイブ化

されている）なども実施した。これにより視聴者のクレマチスへの理解が深まり、来園者数

の増加にもつながっている。また演者は、館内外の共同研究者と共に、日本に自生し絶滅が

危惧されるカザグルマ（図 12）やハンショウヅル類などの研究や保全にも取り組んでおり、

日本国内に分布する各種の系統関係をはじめて明らかにした他、保全やコレクション管理に

役立つ知見も得ることができている。またこれらの成果は、クレマチス園公開の関連イベン

トでも紹介を行いながら、展示にも活用している。この研究は、かはくイノベーション共創

プログラム「日本産センニンソウ属の絶滅危惧種の多様性の解析と展示への活用」の支援を

受けて実施されている。

４）館外での企画展

演者は、館外とも連携して様々な共同研究を行っており、例えば、色素成分分析や栽培技

術などを活かして、多様な琉球の染織文化において欠かせない染料であり、国の選定保存技

術に指定されている琉球藍製造に関わる栽培研究も実施している（図 13）。2025 年 1 月 25

日～ 2 月 16 日には、琉球藍製造技術保存会や沖縄県立博物館・美術館などと共催で、本部

町立博物館において企画展「つなぐ琉球藍」を開催し（図 14）、研究の取り組みや成果をパ

ネル展示したほか、企画展関連のフォーラムでも紹介した。なお、この関連研究については、

当館の館長支援経費「文化財と自然史の関係を捉え直す－文化財の保護と活用に新たな視点

を導入する自然史研究－」の助成も受けて実施されている。 　 

図 11：クレマチス園公開の様子 図 12：カザグルマの展示・保全株
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３．展示を活用する利点や注意点、今後に向けて

自身の研究成果を、企画展という多くの国民の目に触れる場で発信できることは、博物館職

員の強みであると考えられる。各種企画展のアンケートを見ると、研究成果の展示や関連イベ

ントでの紹介などについて好意的な評価が多い。その一方で、気を付けるべき点としては、や

はり伝える相手を考えながら展示を作ることである。学会発表のように多くのデータや専門用

語をならべても、一般の方に伝えるのは難しいため、象徴的な展示物と共に、専門の知識を持

たない来場者でもなるべく理解しやすい説明が求められる。

また、毎年開催しているクレマチス園公開では、リピーターも多いが、展示物（多くは地植

えの植物）を大きく入れ替えることが難しいため、「マンネリ化」する恐れもある。そこで、

毎年アイディアを絞り出しながら、新しいテーマ（展示を楽しむための切り口）や新しい展示

物（めったに見られない最新品種や希少な野生種など）、新しい展示方法などを試すなど、で

きるだけ変化をつけて、来園するたびに新しい発見をしてもらえるようにしている。関連研究

から得られた知見も、その際に大変役立つことがある。

さらに琉球藍の企画展では、沖縄の博物館と協働して、民間団体では難しい企画展作りのサ

ポートをしながら開催にこぎつけた。この企画展により、琉球藍についての知識の普及や、プ

レゼンスの向上などを図ることができた。またこれを契機に、保存会の活動も活性化しており、

伝統文化の継承はもちろんのこと、観光などへの波及効果も期待される。

今後は、バーチャル企画展のような、デジタルコンテツとして、アクセスが容易で、学習支

援などにも活用できる展示方法も適宜取り入れながら、展示の作り手と受け手にとって充実し

た展示空間を作ることが望ましいと考えている。また、そこに研究のエッセンスが加わること

で展示がより輝くのであれば、研究者としてはこの上ない喜びである。

図 13：リュウキュウアイ（琉球藍）の畑 図 14：本部町立博物館での企画展



－ 68 －

引用文献・学会発表

Yoshinori Murai, Hayato Tsuboi, Koh Nakamura (2024) Phenolic compounds from fi ve alpine 

Leontopodium species (Asteraceae) in Japan. Bulletin of the National Museum of Nature and 

Science, Series B, Botany 50: 79-86.

Yoshinori Murai, Asuka Yamaguchi, Kenichiro Tani, Takashi Sano (2025) Elemental mapping 

of plants in serpentinite and limestone areas of some mountains in Japan using µXRF. 11th 

International Conference on Serpentine Ecology, Kyoto.

村井良徳・坪井勇人・風間勇児・髙木理江・二階堂太郎・尾関雅章 (2023) 高山植物栽培の技

術開発：挿し芽による絶滅危惧種キタダケヨモギとチシマツメクサの増殖例．日本植物園協会誌, 

57: 101-102.



－ 69 －

１．サイエンスコミュニケーションとは

日本サイエンスコミュニケーション協会では、サイエンスコミュニケーションを「サイエン

スに関する理解、関心、意識を深めたり高め合うことを通じて、多様な意見を踏まえた合意形

成を図り、人々の声を政策に反映させ、協働して課題を解決していくための活動」と定義して

いる。

すべての学問に言えることだが、それぞれの専門家は全体像を研究することより、他人との

研究の差別化を図るため、専門分野の深い溝に降りていっている。つまり、その研究は一般市

民にはほとんどわからないものへと進み、科学と一般社会が乖離して、様々な出来事が社会で

発生した際に、それをわかりやすく解説し、なおかつ一般市民と考えを共有することが、専門

に特化した専門家には難しい時代になってきた。

リスクの伴う火山災害において、この状況を打破するためには、サイエンスコミュニケーショ

ンの考えを火山地域に取り入れた活動をすること、また地域に根差したサイエンスコミュニ

ケーターの役割が重要になってくるのではないだろうか。本発表では、これまで地域の火山防

災において貢献してきた人物、三松三朗氏（以下、三朗氏と表記）について、サイエンスコミュ

ニケーターとしての視点から分析を行った。

２．火山を伝えるサイエンスコミュニケーション

自然科学の分野には、物理学、化学、生物学に加え、地学（天文学、惑星科学を含む）がある。

しかし、日本の高校教育では大学入試の傾向から地学を履修する生徒はわずかで、プレートテ

クトニクスや火山・地震といった地球科学に関する国民のリテラシーは低いのが現状だ。災害

リスクを扱う学問として、高校で多くの生徒が履修する地理では、地形や気候、防災や地域の

変遷などを学ぶ。しかし、火山噴火のメカニズムや地下のダイナミクスといった、災害の根本

原因に関する科学的な知識が不足している場合、住民が具体的な防災行動や避難の必要性を正

三松三朗氏の実践した火山と共生するための
サイエンスコミュニケーション

磐梯山噴火記念館 佐藤　公
箱根ジオパーク推進協議会 荒木　藍
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しく判断することは困難だ。さらに現在の小中学校の義務教育における火山教育は、岩石や鉱

物といった基礎知識に偏りがちで、実際の噴火現象やそれによる災害リスクとなる科学知を具

体的に学ぶ機会が十分ではない。

また、災害が発生する地域で長きにわたり形成されてきた在来知（伝統知）の重要性も、近

年の防災研究で強く指摘されている（祖田 2015）。そもそも「災害」とは、自然現象そのもの

ではなく、それが人間社会の生活圏に影響を及ぼし、被害が生じることで初めて成立する概念

である。そのため、その地域特有の地理的条件、歴史的な被害経験、そしてそれらに対する地

域社会の認識や文化から形成された知識は、現代の防災対策において極めて重要な価値を持つ。

だからこそ、火山地域においては、専門的な知識と住民の在来知を統合、正誤判断をし、災

害理解を促すことのできる火山のサイエンスコミュニケーターが必要であると言える。

３．有珠火山

洞爺カルデラの南側で 2 万年前から活動を開

始したのが、有珠火山である（図 1）。その中で

も江戸時代以降を紹介する。1663 年以降 2000

年までの間に、9 回の噴火を繰り返している。

直近の 7 回の噴火の間隔は約 30 年で、この地

域で暮らしていると人生の中で、数回の噴火を

体験できる場所でもある。1910 年に有珠山の

北麓で噴火があり、これでできた火山を明治新

山と言う。

その後、1943 年 12 月から 1945 年 12 月に

かけて、東麓で突然地面が隆起をはじめ 2 年を

かけて 300m の火山を作った。これが昭和新山

である（図 2）。次が 1977 年で、この時の噴火

でできた山を有珠新山と言う。2000 年の噴火

は西麓で発生し多くの被害を与えたが、住民全

員が事前に避難したことで、犠牲者は出なかっ

た。この時のマスコミの報道から国民の多くは、

日本では火山噴火予知ができる国になったと勘

違いをしてしまった。これは有珠山だけが特別

で、過去 6 回の噴火は、その数日前から一週間

前に有感地震が発生した後に起きている。地域

住民は、有感地震が始まると避難の準備に入り、2000 年では犠牲者を出さなかったのである。

図１　有珠山

図２　昭和新山
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４．三松正夫　　　　　　

北海道の伊達町（現在の伊達市）に生まれ、成人し壮瞥町の郵便局長となる。

1910 年、群発地震が多発する中、住民に避難指示が出された。三松正夫氏（以下、正夫氏

と表記）は郵便局長代理であったため、通信確保の関係で退避の許可が下りず、仕事を継続した。

その後、火山研究者（大森房吉・今村明恒・田中館秀三など）の案内役を務め、火山に興味を

持つようになった。

1943 年、有珠山東麓の畑が隆起を始めた。昭和

新山の誕生の瞬間である。戦時中で中央から火山の

研究者は調査に来られなかったため、正夫氏自らそ

の活動の記録を始めた。二本の柱に４本のヒモを渡

して水平をとり、昭和新山の隆起を正確に記録して

いった。それが最終的には、昭和新山の生成の記録

となり、その図は後にミマツダイヤグラムと呼ばれ、

国際火山学会で高い評価を受けた（図 3）。終戦後、

昭和新山周辺が観光地化し、荒廃していくことを危

惧した正夫氏は昭和新山を個人で買い取った。

５．三松（飯田）三朗   

大阪で生まれ、京都で高校生まで生活した飯田三朗氏（以下、三朗氏と表記）は、北海道の

帯広畜産大学に入学する。13 歳の時に読んだ雑誌『科学朝日（1950 年 11 月号） 』に掲載さ

れていた「眼前に見た山の誕生　昭和新山連続スケッチ」を読み、正夫氏と昭和新山に興味を

覚えた。

「戦時中に火山の成長を記録するとは。なんという命知らずな人だろうと驚きました。そし

てそれを次世代に伝えたい一心で行動を起こしたという変なオジサンへの興味が俄然湧きまし

た。いつか昭和新山を見たい。いつか三松正夫に会いたい。」という気持ちがふつふつと湧い

てきた。

大学から実家に帰省する時、大学の三原教授夫妻から、「三松さんと知り合いだからいっしょ

に行ってみないか」と誘われ、正夫氏宅を訪問した。正夫氏から彼が持っている火山の資料を

すべて見せてもらい、完全に昭和新山という火山にのめり込んでいった。正夫氏は息子とその

嫁をなくし、孫娘の泰子さんを育てていた。偶然、三朗氏と泰子さんは年齢も近かった。三原

教授夫妻の協力で二人は結婚し、そして三朗氏は三松の姓を引き受けた。三朗氏は一度民間企

業に勤めるも、二十代で三松家に入った。

図３　ミマツダイヤグラム
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６．１９７７年と２０００年の噴火    

1977 年 8 月、壮瞥町では昭和新山の山麓で

「爆発再現花火大会」の準備が進んでいた。そ

の時、有珠山では有感地震が始まった。三朗氏

は「有感地震の直後に有珠山は噴火を繰り返し

ているので、花火大会は中止すべきでは」と役

場へ行き話をした。しかし実行委員会からは「よ

そ者の若造は余計なことを言うな」と言われ無

視された。花火大会終了後の翌日に 1977 年噴

火が開始した。もし、花火大会の最中に噴火が

開始していたら、甚大な災害になっていたであ

ろう。この噴火がきっかけとなり、三朗氏は火

山防災に積極的になっていった。1983 年からは役場と相談し、北海道大学有珠火山観測所の

岡田弘助教授（当時）の協力のもと子ども郷土史講座を開始し、子供たちを昭和新山に登らせ

る火山学習を開始した（図 4）。1988 年 7 月に鹿児島市で開催された国際火山会議に参加し、

火山防災というものは、行政と研究者と住民とマスコミが連携して初めて成功することを学ん

だ。1995 年には、昭和新山生成 50 周辺の国際火山ワークショップを開催し、火山防災に積

極的な町へ変化させていった。2000 年 3 月の噴火では、その前に緊急火山情報が出され、地

元自治体は避難指示を出し、周辺住民 15000 人が避難をし、全員が助かった。また、郷土史

講座を受けた子供たちが現在、郷土史講座を担当する行政職員などとして活躍している。

７．２０００年の噴火以降の活動　　　

有珠山地域では、2000 年の噴火からの復興の取り組みとして、エコミュージアム構想を立

ち上げた。エコミュージアムとは、1960 年代にフランスで提唱された考え方で、「農山漁村地

域の振興策で、地域を丸ごと博物館と見立て、特色ある自然、農場、山林、漁場、集落、遺跡

などを展示室とみなし、地域住民参加型で作り上げる野外博物館」のことである。当初は壮瞥

町で始まったこの活動には三朗氏も深くかかわり、洞爺湖周辺地域に広まり、その後日本に入っ

てきたジオパーク活動へとつながっていった。ジオパークとは、2000 年頃に欧州を中心に始

まった活動で、地球科学的な価値を持つ大地の遺産を保全し、教育やツーリズムに活用しなが

ら、持続可能な開発を進めるプログラムである。2025 年現在、ユネスコ世界ジオパークは、

世界の 50 ケ国に 229 ケ所、日本には 10 ケ所、国内ジオパークを含めると 48 ケ所ある。

洞爺湖・有珠山地域が日本で初めてのジオパークをめざした時も三朗氏は深くかかわり、最

初の認定を受けたジオパークの一つになれたのも、この事前のエコミュージアム活動によるも

図４　子ども郷土史講座



－ 73 －

三松三朗氏の実践した火山と共生するためのサイエンスコミュニケーション

研
究
発
表
⑪

のである。今では日本国内のジオパークの先進地域であり、また火山災害をジオパークのテー

マの一つにした地域として世界的にも評価を受けている。

８．全国火山系博物館連絡協議会　　　　　　　　　　　

1995 年の昭和新山生成 50 周年の国際火山ワー

クショップでは、三朗氏は全国の火山博物館に呼び

かけ、有珠山に集合させて全国火山系博物館連絡協

議会（通称火山博ネットという。以下、火山博ネッ

トと表記）を発足させた（図 5）。火山博ネットの規

約は「全国の火山地域の博物館及び類似施設の交流・

情報交換を通し、相互の施設の発展と振興、火山に

関連した学術文化の進展に寄与するとともに、広く

火山と人との共存をめざして博物館活動を行うこと

を目的とする」である。当初の加盟館は北から三松正夫記念館・磐梯山噴火記念館・浅間火山

博物館・大涌谷自然科学館・伊豆大島火山博物館・阿蘇火山博物館の 6 館と今後火山博物館を

計画中の自治体であった。

当初火山博ネットは、毎年各火山地域を訪問し、巡検して火山を学ぶことが中心の活動であっ

た。2000 年 3 月に有珠山が、同年 8 月に三宅島が比較的大規模な噴火を発生させた。しかし、

住民に犠牲者はでなかった。噴火直後からしばらくの間は、マスコミは頻繁に報道を繰り返し

たが、時間とともにその報道量は減少していった。そこで、火山博ネットでは、有珠山や三宅

島の噴火を紹介する巡回展を開催することにした。2006 年から三宅島を 2009 年から有珠山

を開始し、全国の火山博物館を巡回させた。その後、2011 年に噴火をした霧島を、2013 年

に台風による土砂災害で多くの犠牲者をだした伊豆大島について、巡回展を開催した。火山博

ネットは、各火山地域を訪問し巡検し火山を学ぶことから巡回展に力を入れる団体に変化して

いった。火山と地域住民や一般市民を結ぶ懸け橋となる活動、サイエンスコミュニケーション

に力を入れる団体へと発展していった。

９．巡回展「昭和新山の物語 －三松正夫から三松三朗へ－」について

2025 年 7 月 29 日、三朗氏は他界した。これを受けて我々火山博ネットは、巡回展「昭和

新山の物語　―　三松正夫から三松三朗へ　―」を 2026 年度に開催することを決めた。昭和

新山の誕生を見続け、そしてその火山を個人で購入し守り続けた正夫氏と、その活動を引き継

ぎ、なおかつ地域での火山防災活動に尽力した三朗氏にスポットを当てた企画展となる。

図５　全国火山系博物館連絡協議会
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１０．サイエンスコミュニケーターとしての三松三朗      

1985 年のコロンビアのネバド・デル・ルイス

火山が噴火し、ハザードマップの普及がなされて

いなかったために、住民の避難意識が定着せず、

多くの犠牲者が出た。

これをきっかけに、火山地域の住民と専門家と

行政とマスメディアが連携する減災のテトラヘ

ドロンという考え方が提唱された（図 6）。災害

当事者である住民、場合によっては災害弱者の観

光客、そしてそれを支えるのは、自然の理解者である科学者、防災施策の行動力を持つ行政、

そして啓発と情報を受け持つマスメディアであるという考え方（岡田 1997）。

三朗氏は地域に居住しながら活動を行ってきた地域住民に分類されると定義できるだろう。

冒頭、火山のサイエンスコミュニケーターの重要性について書いたが、まさに三朗氏は昭和新

山と様々なアクターを、地域で 50 年以上繋ぎ続けた地域住民のキーパーソンとなる方であっ

たことは、活動事例からも明らかである。

火山防災の重要性を広めることを、三朗

氏は自ら「悪性の火山性ウィルス」をまき

散らすと表現していた。科学的に火山性

ウィルスは存在しないのだが、「悪性」と

本人が表すほど火山が大好きになり火山と

離れられなくなるほどの非常に強い影響力

があるのが火山性ウィルスだ。これまで、

三朗氏の話を聞いた多くの人がこの火山性

ウィルスに感染してきた（図 7）。

三朗氏は専門家を招いた火山の講演会を行政と一緒に開催し、専門家が難解な表現で話をし

て住民理解が難しい場合は、先頭に立って質問をした。また、地域の子供たちが火山に親しみ

理解を深めるために火山郷土史講座を開き、毎年昭

和新山の登山を継続した。こういった活動は、2000

年の噴火以降、エコミュージアム活動やジオパーク

活動に生かされた。

ジオパーク発足後、2008 年から実施されている

洞爺湖有珠山の特性や自然について学び、正しい知

識や噴火の記憶を世代を超えて語り継いでいく学び

と伝えの実践者を育成する「洞爺湖有珠山火山マイ

スター制度」の設立にも関わり、今では 70 人を超

図６　減災のテトラヘドロン

図７　火山性ウィルス

図８　とうやこ幼稚園でガイドするマイスター
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三松三朗氏の実践した火山と共生するためのサイエンスコミュニケーション
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える人が火山マイスターとして地域の学校での出前授業やガイドとして活躍している。彼らが

まさに三朗氏から強い悪性の火山性ウィルスを貰った、次の火山のサイエンスコミュニケー

ターの担い手であるといえるであろう。

また、火山性ウィルスの影響は洞爺湖有珠山周辺の地域内だけにとどまらない。上記で示し

た火山博ネットの関係者もまた、悪性の火山性ウィルス罹患したアクターである。また、御嶽

山など他の地域に同様の考えを持って防災活動を実施している地域もある。発表者らもその一

人であり、今では火山性ウィルスをまき散らす立場に立っている。

こういった地域の火山リテラシーを高めることに貢献したことにより、2007 年以降、防災

大臣や文部科学省大臣や環境省大臣の表彰を受け、2021 年には日本火山学会の普及啓発賞を

受賞した。

これらのことから、私たちが火山と共生するためには、地域に根ざす火山のサイエンスコミュ

ニケーターの役割は大変重要であり、三朗氏が広めていった悪性の火山性ウィルスを後世の私

たちが引き継いでいくことは、社会的責務であると思われる。

最後に三朗氏の残した言葉を紹介する。

「生きた星地球に暮らす限り天変地異は必然である。地震・噴火のない星では

人間は生存できない。であれば時に発生する地球の営みを理解したうえで、この

すばらしい地球に生きたいと思う。」    

（三松三朗 [2011] 私にとっての洞爺湖有珠山ジオパーク）
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１．はじめに

１）福岡市科学館設置の目的

福岡市科学館（以下、当館）は、2017 年 10 月に「人が育ち、未来をデザインしていく科学館」

として開館した。子どもたちをはじめ、市民が科学を体験的に学ぶことで主体的な学びを促

し、地域と連携しながら未来を担う人材を育成することを目的としている。

館のコンセプトは「サイエンス & クリエイティブ FUKUOKA　―科学と感性の交流拠点と

して、福岡から未来を創造していく科学館―」であり、科学と感性を融合させた新しい活動

を展開する「未来創造型のミュージアム」をめざしている。

２）新しい「学び」を目指す教育プログラム「ジュニア科学者養成講座」の開発

現代社会では、実社会で活用できる技能の習得や、批判的思考力、変化に適応する力が求

められている。当館では、参加・対話・協働を基盤とした新しい「学び」の場を生み出すため、

開館以来様々なプログラムの立案と実践を行っている。そのひとつが、実践的に「科学する力」

を養う「ジュニア科学者養成講座」である。

当館は開館時に九州大学と組織対応型連携契約を締結しており、九州大学の専門家の協力

を得ながら科学館のプログラム研究や開発を行ってきた。「ジュニア科学者養成講座」は、

館長の矢原徹一と、館長が九州大学在職中にセンター長をつとめた「九州大学持続可能な社

会のための決断科学センター」の教員集団の協力により開発が行われた。2020 年には、生

物学・人間科学・環境科学等を中心とし、小学校４・５年生を対象とした「ダーウィンコー

ス」が開発・実施された。実際にフィールドで五感を働かせながら学ぶことを重視し、フィー

ルドワークやワークショッ

プをおこなう「本講座」と、

本講座の内容を振り返り、

各自が感じた疑問を深堀り

しながら、グループとなり

共同作業を行いアウトプッ

トする 「探 Q ゼミ」をセッ

トにして実施している。ま
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科学館における「非認知能力」涵養の実践
－教育プログラムを特別展へ展開する試み－

福岡市科学館 高山  裕明　上田  恭子

本講座（フィールドワーク） 探Ｑゼミ（共同制作による表現）
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た、2021 年度からは化学・天文学・物理学・情報科学等を中心とする「ニュートンコース」

も実施している。ニュートンコースの本講座では、物理や化学の実験を体験する。

15 組の親子参加者への手厚いサポート

を行うため、講座ではコミュニケーション

の専門家である当館のサイエンスコミュ

ニケーターが中心となり、科学の専門家

（九州大学教員と大学生、大学院生）、デ

ザインの専門家（九州大学芸術工学院の

教員と大学院生）と協働し実施している。

３）「ジュニア科学者養成講座」の展開

「ジュニア科学者養成講座」は新しい「学び」を目指して毎年改善を加えながら実施している。

参加者がフィールドワークやワークショップで様々な経験を積むことを重視し、現場経験を通

じ、以下のような能力の成長を期待している。

（１）実行能力（自制心）

（２）理性と直感（意味記憶だけでなく、エピソード記憶・非陳述記憶を充実させる）

（３）好奇心（開放性）

（４）コミュニケーション力（協調性）

（５）表現力

これらは、非認知能力を涵養するため重要な要素と密接に関係し、それぞれ非認知能力の中

核領域と強く結びついている。社会課題の解決には、単なる知識以上の力が求められる。非認

知能力は、複雑で正解のない社会課題に取り組むための土台となる。連続講座「SDGs 家族会議」

やフィールドワーク「サイエンススポットまち歩きワンアップ」は社会課題の解決を参加者親

子で体験してもらうプログラムである。ターゲットや内容は異なるものの、「ジュニア科学者

養成講座」の「学んだことをアウトプットする」という構成を応用し、様々な経験を通じた多

様な能力の成長を期待している。

このように講座開発で得られた実践知は、当館の様々なプログラムの開発に応用され、展開

が図られている。

２．特別展の開発の概要　

１）開発の背景と目的　　

当館では、開館以来様々な探究型・実験型プログラムを数多く実施してきた。一方で、多

くの講座は小学生４年生以上を主要対象としている。

近年、「非認知能力（社会情動的スキル）」は教育における重要テーマとして世界的に注目

実験・体験　　　　　　　 疑問の深掘り・表現　
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されている。シカゴ大学ジェームズ・ヘックマン教授の研究が示すとおり、非認知能力の効

果的な育成時期は就学前であることが明らかであり、日本国内でも乳幼児教育への関心が急

速に高まっている。当館としても、幼児期の学びと育ちに貢献するプログラム開発が求めら

れていた。

特に特別展では、幼児～低学年を主要対象とした企画がこれまで十分に実施できていな

かったという課題があった。こうした背景のもと、当館では 2025 年 3 月～ 5 月に特別展 「絵

本とあそぼう はじめての？（ハテナ）」を開催した。

子どもは遊びを通してさまざまなことを体験し成長する。幼児期の遊びは非認知能力の基

礎となる様々な発達に貢献する。絵本には幼児期の様々な「遊び」が表現されており、本展

では絵本と遊びの魅力を、親子で一緒に体験できるようにする。さらに「非認知能力」を育

むためにどのような体験が大切かといった科学の視点をメッセージとして伝えることを目指

した。

本展では、以下の 3 つを目的として設定した。

　①　親子で楽しめる体験空間の創造

　　　絵本と遊びを通じて親子でいっしょに楽しめる体験の場となる。

　②　絵本への興味を引き出すしかけの提供

　　　幼児期～低学年の子どもが絵本を好きになるしくみとしかけをつくる。

　③　「遊び」と発達の関係を伝える

　　　各ゾーンで紹介する「遊び」と発達の関係をわかりやすく解説する。

２）開発体制　　

本特別展の開発においては、コンセプト立案段階より高宮由美子氏（NPO 法人 YES AND）

を迎え、展示ディレクターとして、絵本の選定と空間デザイン、体験の設計等幅広く協力を

得た。高宮氏は当館の開館時より様々な形で企画に関わっているほか、2007 年から 2023

年まで毎年福岡アジア美術館で開催した「絵本ミュージアム」をプロデュースしている。高

宮氏が「絵本ミュージアム」で培ってきた絵本作家とのネットワークや交渉のノウハウは、

絵本をテーマとして扱う特別展を計画する上で必須であった。

企画の初期段階では幼児教育の専門家のアドバイスをいただいた。非認知能力研究の専門

家である、東京大学 CEDEP（発達保育実践政策学センター）の遠藤利彦教授、京都大学 森

口佑介准教授らに助言をいただき、「実行機能を育てる遊び」の視点を展示に組み込んだ。

専門家によるアドバイスは、本展の教育的精度を高めるうえで非常に重要であった。

空間デザインは有吉弘輔氏（ノットイコール一級建築士事務所）より提示された、段ボー

ルを壁面として使用する案を採用し、あたたかみを持つ斬新な空間を実現した。
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３．実施内容　

１）展示構成・空間構成と設計意図　

本展では、絵本や物語の世界を体感できる展示や空間の中で、子どもたちは五感を使って

遊ぶことができ、大人も一緒に楽しみながら、絵本が持つさまざまなメッセージを学べるよ

う構成した。

開発の 3 つの目的に対して、以下のような点を考慮して展示設計を行った。

① 幼児期に必要な「遊び」を絵本の内容から抽出して

再構成し、親子で体験できる場を提供する。例えば

『さくらのふね』という作品を題材にしたゾーンで

は、生き物とのふれあいを親子で疑似体験できる遊

びを提供した。

② 絵本で描かれる世界に浸れる空間を構成し、音、光

の演出を交え五感で楽しめるようにする。例えば『さ

くらのふね』のゾーンでは、桜の花びらが折り重なっ

たような天井を設け、花びらの隙間から木漏れ日の

ように照明の光が漏れ、穏やかな空間を演出する。

床にはカーペットが敷き詰められ、靴を脱いでくつ

ろぎながら親子で絵本を楽しめるようにした。

③ 各ゾーンに設けた解説グラフィックで「遊びと学び」

の関係や「育ち」への影響を伝える。例えば『さく

らのふね』のゾーンでは、不思議に満ちた生き物の

世界が豊かな感性を養い、命を大切にする気持ちの

芽生えにつながることを伝えた。

本展では非認知能力の涵養につながる様々なキーワードを抽出し、自然体験、創造的遊び

は、科学的思考の萌芽を育て、情緒的安定や社会性の発達にも寄与する。幼少期より生きも

のを育む、可愛がるという行為や、生命尊重の意識を持たせることの意義は大きい。また自

然そのものが未知なるものであり、好奇心にかられて面白いものを探して深めていく探索活

動も意義は大きい。そこで「自然・いきもの」を重要なキー

ワードとして設定し、その魅力を伝える絵本として『さく

らのふね』（作・絵：きくちちき）が、本展の中心的役割を担っ

た。

きくちちき氏が描き起こした絵をメインビジュアルに使

用、会場入口の迎賓コーナーとして作者直筆の木々が広が

る空間を形成した。ここでは、来場者が紙の生き物（ハチ

やチョウなど）を桜の舟に乗せて遊べる参加型体験が可能

『さくらのふね』のゾーン

解説グラフィック

きくち氏によるメインビジュアル
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で、春の喜びや命のつながりを体感する起点となる。

円形の壁で囲われたこのゾーンから、他のゾーンへ自由に出入りできる。展示ストーリー

は緩やかに設計されており、このゾーンにいったん入った後は、ゾーンの外を時計回りに回

遊する動線を推奨している。しかし、順路にこだわらず興味応じて自由に各ゾーンを体験す

ることも可能である。この配置により、『さくらのふね』は他の絵本コーナーへの流れを自

然に導き、全体のテーマ「はじめての？（ハテナ）」を象徴的に体現している。大きなクッショ

ンが置かれた空間は来場者にゆったりとした没入感を与え、配架された様々な絵本を楽しむ

ことができる。

本展では６つの絵本を題材に空間設計を行った。それぞ

れ異なるテーマと体験を提供する６つのゾーンで構成し

た。空間構成において『雨、あめ』『はじめてのおつかい』

『からすのパンやさん』『チリとチリリ』ゾーンでは、YES 

AND が『絵本ミュージアム』で制作し所有する造形物と絵

本を配置した。800 冊の絵本を展示室内各所に配架し、周

辺には椅子やソファを置き、ゆっくり絵本を楽しむことが

できるようにした。

以下、各ゾーンの題材となる絵本と、体験できる遊びと

その意味、ねらいを解説する。

（１）『さくらのふね』作・絵：きくちちき （小峰書店）

会場に入ると来場者はきくちちき氏が段ボールの壁に描

いた木々と、天井一面に広がる桜の花びらに囲まれる。積

み上げられた段ボール壁には隙間が設けられており、他の

ゾーンを覗き見ることができる。このゾーンでは、絵本に

登場するさくらの花びらのふねの上に、絵本で登場するい

きものたちを乗せる遊びが用意されており、親子で会話を交わしながら楽しむことができる。

このゾーンでは、出会った生き物に興味を持つことや、自然への興味や関心を深めるきっか

けづくりを行う。

（２）『ごぶごぶ ごぼごぼ』作：駒形克己 （福音館書店）

「ごぶごぶごぼごぼ」は、「どすん」「ぴかぴか」といった擬音語や擬態語（オノマトペ）

の持つ魅力が表現されており、楽しさや遊び心をもたらしてくれる。このゾーンではオノマ

トペの響きをマグネットシートの貼り替えで表現できる遊びが設けられている。子どもたち

はたくさんの言葉に出会う。幼少期に、言葉を音や色・形と結びつけて遊ぶことは、コミュ

ニケーション能力や言葉の獲得に寄与する。

（３）『雨、あめ』絵：ピーター・スピアー（評論社）

このゾーンでは、『雨、あめ』のシーンがプロジェクターで投影され、それぞれのシーン

で聞こえる生活の音が再現される。雨の日の体験は五感を刺激し、子どもの想像力や探究心

800 冊の絵本を各所に配架

紙の生き物を桜の船に乗せて
遊ぶ体験
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を育くむきっかけになる。雨粒が落ちる様子や、窓に映る光、雨上がりの草や土の匂いといっ

た自然の変化が感覚や感情を刺激し、豊かな感情を経験することで感受性が高まることが知

られている。

（４）『はじめてのおつかい』作：筒井頼子　絵：林明子 （福音館書店）

壁面には絵本の各シーンが大きく出力されており、来場者は絵本の主人公と同じように、

ストーリーの順におつかいを体験できる。お店は立体的に造形されており、店先には実物の

赤電話が置かれ、ダイヤルを回すことができる。ゾーン内には主人公がパック牛乳の展開図

が印刷された紙が持ち帰れるように置かれており、帰宅後親子で体験を振り返りながら組み

立てて遊ぶことができる。おつかいなどの小さな成功体験は、子どもの自己肯定感を高め、

自立心を育てる。

（５）『からすのパンやさん』作・絵：かこさとし （偕成社）

このゾーンには手作りで着色した紙と糊、テープを配置

し、各自が思うパンを製作できる。作った紙のパンは、壁

面に貼り付けることができ、来場者が作ったパンが展示の

一部を構成するしかけを空間に設けた。絵本で登場する

様々なパンも立体化され展示されており、アイデアが形に

なる美しさを伝える。絵本のテーマは、みんなのアイデア

があつまる共創、力を合わせることの大切さを伝えている。

仲間と協力をしてひとつのものを作り上げる体験は、協調

性や問題解決力などを育み、より良いものを創り出していく力となる。

（６）『チリとチリリ』作：どいかや （アリス館）

このゾーンでは、物語の中で登場するものを、フェルト

等の柔らかい素材で製作する体験が出来る。『チリとチリ

リ』シリーズには、かわいい動物たちや、ワクワクするよ

うな食べ物などいろいろなものが登場する。フィクション

の区別が明確ではない幼児期の子どもは、絵本に描かれた

ファンタジーを自分自身で体験しているかのように感じる

ことがある。このような体験は、子どもの想像力などの発

達を促し、今後の学びの土台を築く上で重要な役割を果た

すことが知られている。

２）関連イベントの実施

『さくらのふね』作者のきくち氏が、プレイベントとして段ボールスツールに絵を描くワー

クショップの講師を務めた。このほか親子で参加できる様々なイベントを開催期間中に多数

実施した。

『からすのパンやさん』パン作り体験

『チリとチリリ』フェルトで製作体験
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科学館における「非認知能力」涵養の実践
－教育プログラムを特別展へ展開する試み－

研
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① ペイントワークショップ「はるきたよ - みんなで春を描こう」講師：きくちちき氏

② ものづくりワークショップ「大かざぐるま大会」講師：YES AND スタッフ

③ 「パパママサイエンスカフェ」講師：橋彌和秀氏（九州大学教育学部教授）、有吉弘輔氏（ノッ

トイコール一級建築士事務所）、小松亜矢子氏（株式会社 CNC）

④ ものづくりワークショップ「レインスティックをつくろう」講師：YES AND スタッフ

⑤ 「チリとチリリ森の演奏会」講師：ＳＡＲＡＥ

⑥ ものづくりワークショップ「ふわふわパフェをつくろう」講師：当館スタッフ

 「パパママサイエンスカフェ」は参加者を未就学児親子に限定した、当館として初めての

取組みとなるサイエンスカフェである。

４．結果　

絵本をテーマとした温かい空間づくりは来館者の満足度を高め、科学館の新しい魅力として

受け止められた。保護者アンケートや自由記述では、以下のような声が寄せられた。

•「参加型のイベントが多く、子どもが喜んでいた」

•「世界観が再現されていて大人も没入して楽しめた」

•「桜の木の花びらの下でゆったり本が読める空間に感動した」

•「子育てをしていて大事なことについて、あらためて気づくことができた」

展示期間を通じて 13,334 人が来場した。しかし、特に前半の集客数が予想を大幅に下回り、

計画に対して約 55％しか目標を達成できなかった。

５．考察と課題

本展は、当館の教育プログラム「ジュニア科学者養成講座」から生まれた「非認知能力の涵養」

というコンセプトを、就学前教育の重要性に基づき、幼児を持つ家族を対象とした特別展へと

展開した実践的な試みである。非認知能力研究の専門家や絵本展プロデュースの第一人者との

パートナーシップを築き、科学と文化を融合させた新しい形の教育コンテンツを開発・提供で

きた点は大きな成果である。これにより、科学館の事業対象層を幼児期まで拡大するとともに、

「幼児・児童教育に関する研究成果を社会に発信する拠点」としての役割を果たし始めたと言

える。

一方で、集客目標の達成率が低迷したことは、今後の大きな課題である 。これは、「絵本」をテー

マとした企画に対し、当館の主要来館者層の小学生やその保護者、潜在的な絵本ファンなど、

来場の可能性があるターゲットに対して広報戦略が十分でなかった可能性を示唆する。



科学館が非認知能力涵養の場となり、その知見を社会に届けるという使命を果たすためには、

以下のような改善点が考えられる。

（１）	 科学館ならではの「非認知能力」メッセージの明確化：「絵本」だけでなく、「遊び」が

科学的思考の芽生えや情緒的安定に寄与するという視点を、より強く打ち出す必要があ

る。主要来館者層の小学生の保護者に対し、単なる遊びではなく、科学館が提供する「科

学教育としての遊び」の価値を理解してもらう広報戦略の再検討が求められる。

（２）	 ターゲット層に特化した集客施策の強化： 就学前の乳幼児を抱える家族層へリーチする

ため、従来の科学ファン層とは異なる、子育て支援・教育機関、地域コミュニティとの

連携強化や、子育て情報メディアなどへの情報発信を重点的に行う必要がある。

本特別展の成果と課題を踏まえ、今後も当館は人々の学びと成長を支える活動を継続してい

く。
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１． はじめに

佐賀県立宇宙科学館《ゆめぎんが》（以下、「当館」という。）は、宇宙・地球・佐賀の自然

を主なテーマとする科学館として、展示やイベント、各種講座を通じて地域の子供たちの科学

的探究心を育んできた。近年は、宇宙開発をめぐる動きが加速する中で、学校教育だけでは扱

いきれない最先端の科学技術や、その社会的な意味を学ぶ機会をどのように提供するかが課題

となっている。

こうした状況を背景として、佐賀県と宇宙航空研究開発機構（以下、「JAXA」という。）は

2021（令和３）年度より連携プロジェクト「JAXAGA（ジャクサガ）」を始動し、その教育事

業として「JAXAGA SCHOOL」を開校した。

本稿では、その中でも高校生コースにおいて、４年間にわたり超小型人工衛星（キューブサッ

ト）の開発から打ち上げ、衛星運用に取り組んだ事例を取り上げる。高校生と科学館が協働し

て超小型人工衛星を打ち上げた取り組みは国内でも前例がなく、その過程で得られた気づきは、

今後の宇宙教育を考えるうえで参考になる点が多い。

本発表では、衛星開発の技術的詳細に踏み込むことよりも、科学館がどのように学びの場を

デザインし、関係機関と連携しながら高校生の挑戦を支えてきたかに焦点を当てる。そして、

その支援手法と協働体制、得られた教訓および今後の宇宙教育の展望について報告する。

２． JAXAGA SCHOOL について

JAXAGA SCHOOL は、佐賀県と JAXA の連携プロジェクト「JAXAGA」の教育事業として、

2021 年度に開校したプログラムである。次世代を担う佐賀県内の子供たちに「佐賀から宇宙を、

宇宙から佐賀を考える機会を作り、チャレンジする心、科学への興味、郷土への誇りと愛着の

醸成」を育むことを目的としている。

JAXAGA SCHOOL は大きく「小中学生の部」と「高校生の部」に分かれている。小中学生の

部には、小学校低学年コース・小学校高学年コース・中学生コースの 3 つのコースが設けられ

研
究
発
表
⑬

佐賀県立宇宙科学館と県内５高校の生徒による
超小型人工衛星「SAGANSAT０号機」の共同開発

佐賀県立宇宙科学館　宇宙教育プロジェクト 伊藤  明徳
田中  政文
小林  　翔
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ており、高校生の部は JAXAGA SCHOOL の中で最も挑戦的なプログラムとして位置づけられて

いる。高校生の部の目的としては、自身の知識や技術だけでは到達できない本物の宇宙開発に

挑戦することであり、その具体的な題材として、佐賀県初の超小型人工衛星（キューブサット）

の開発に取り組んだ。

３．キューブサットプロジェクト概要

３．１　プロジェクトの目的と構成

本プロジェクトは、佐賀県初の人工衛星となる超小型人工衛星「SaganSat ０号機」を開発・

打ち上げ・運用することを通じて、高校生が本物の宇宙開発に挑戦する機会を提供すること

を目的として実施された。

開発の対象とした SaganSat ０号機は、いわゆるキューブサットと呼ばれる超小型人工衛

星であり、1 辺 10㎝以下の立方体で、質量 1.33kg 以下の「1U サイズ」と呼ばれる手のひ

ら大の人工衛星である。衛星全体は、構造・電源・通信などを担うバス部と、ミッションを

実行するミッション部から構成される。バス部には九州工業大学が開発した共通バスシステ

ム「BIRDS バス」を用い、高校生は主としてミッション部の検討・開発を担当した。

プロジェクトはミッション検討から始まり、ブレッドボードモデルによる試作、搭載ミッ

ションの選定、エンジニアリングモデル（以下、「EM」という。）の製作・試験、フライト

モデル（以下、「FM」という。）の製作・試験、打ち上げ・放出、運用および成果報告とい

う段階を踏む長期計画として構成した。

３．２　プロジェクトの協働体制と役割分担

SaganSat ０号機の開発は佐賀県にとって初の衛星開発であり、多くの技術的訓練と専門的

知識が必要とされた。また、長期プロジェクトであることから、継続的な支援体制の構築も

重要な条件であった。本プロジェクトでは、企画を佐賀県、運営を佐賀県立宇宙科学館、技

術的支援を九州工業大学が担う体制をとった。

佐賀県は JAXAGA プロジェクトの枠組みの下で本事業の全体構想と基本方針を策定し、事

業の企画・立案を担った。当館と九州工業大学との連携の枠組みを整えることで、プロジェ

クト全体の方向性を示した。

当館は、高校生の部全体の運営の中核として、年間カリキュラムの計画、講座の実施、活

動拠点や地上局設備の整備、日程・連絡調整などを担った。あわせて、高校生と九州工業大学、

その他関係機関との間をつなぐコーディネーターとして機能し、開発活動においては科学館

職員が直接的な指導・サポートを行った。

九州工業大学は、SaganSat 0 号機のバス部として BIRDS バスを提供するとともに、各種

講座の実施および EM および FM の設計・試験に関する助言や試験設備の提供を行った。
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佐賀県立宇宙科学館と県内５高校の生徒による
超小型人工衛星「SAGANSAT ０号機」の共同開発
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以上の三つの支援の柱により、佐賀県初の衛星開発という長期プロジェクトを実現するた

めの協働体制が構築された。

４．キューブサット開発について

４．１　ミッション検討とミッションコンテスト

キューブサット開発の第一段階として、目的となるミッションを高校生が提案する「ミッ

ションコンテスト」を実施し、県内の高等学校に参加を呼びかけた。

参加希望校に対しては、ミッションの試作に必要な知識を身に付けるための講座を事前に

実施した。九州工業大学の学生による人工衛星の基礎を学ぶオンライン講習に加え、電子工

作の基礎講座を行い、参加校が「アイデアとしてのミッション」にとどまらず、「実際に試

作して検証する」という視点を持てるようにした。

各高校はこれらの講座を踏まえ、コンテストに向けたミッション案の検討と並行してブ

レッドボード上での試作を行い、ミッションの目的や観測対象に加えて、回路構成や動作条

件の妥当性についても検討を深めていった。

ミッションコンテストには県内 8 校から 11 チームの応募があった。審査では技術的成立

性と実現可能性の両面から検討を行い、その結果 3 つの開発ミッションが選定され、その実

施主体として 5 校が実際の開発に参加することとなった。SaganSat ０号機は、これら選定

されたミッションの実現を目標として設計・開発を進めることとなった。

この一連の過程を通じて、高校生は「宇宙環境で自分たちに何ができるのか」を自ら考え、

構想する経験を得た。ミッションコンテストは、衛星開発への参加者募集とミッション選定

の場であると同時に、試作を通じて衛星開発の基礎的な技術を学ぶ場として機能し、高校生

が宇宙開発に主体的に関わっていくための重要なきっかけとなった。

４．２　EM の開発と試験

ミッション選定後、2022（令和 4）年度には、選定されたミッションを実装するための

EM 基板の設計・試作に着手した。

プロジェクト 2 年目の夏には、九州工業大学の超小型衛星試験センターにおいて EM の熱

真空試験および振動試験を実施した。高校生自らが衛星の組み立てや固定治具のセッティン

グを行い、一部試験手順も担当するなど、実際の衛星試験に直接関わる機会を設けた。これ

により、高校生は衛星が宇宙環境に耐えうることを確認する試験の意味や手順を体験的に理

解し、開発現場の雰囲気や試験プロセスを具体的にイメージできるようになった。

４．３　FM の開発と試験

FM の開発が本格化したのはプロジェクト 2 年目の後半であり、学年末の学校行事や進路

選択の時期と重なったことから、高校生は具体的な開発工程にはほとんど関与できなかった。
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その結果、FM の詳細な設計・実装・統合作業は当館および九州工業大学が中心となって進

める体制とならざるを得なかった。

５．各種申請・届出（官辺手続き）

衛星を軌道上で運用するにあたっては、関係機関への各種申請・届出が必要となる。

SaganSat ０号機についても、アマチュア無線局としての運用に関する手続きや、衛星の安全性・

ミッション内容に関する確認を行う必要があり、官辺手続きは衛星開発と並行して進めるべき

重要なプロセスである。

これらの申請・届出は、主として当館が中心となって対応し、必要に応じて九州工業大学か

ら技術的助言を受ける体制とした。初めての衛星開発であったことから、申請書類の準備や関

係機関との調整には相応の時間と労力を要し、開発スケジュールとの整合を図りながら手続き

を進める必要があった。

一方、高校生には、衛星運用と電波利用の関係など背景となる基本的な枠組みを共有するに

とどめた。限られた時間の中で、学びの中心をミッション検討や試作・解析といった開発活動

に割り当てるためである。同時に、「衛星は作れば飛ばせるわけではなく、国際的な制度・ルー

ルのもとで運用される」という視点を示すことで、宇宙開発が国際的な仕組みの一部として位

置づけられていることを理解させる機会ともなった。

６．受講生の世代交代と衛星引き渡し

プロジェクト 3 年目には、１年目から開発に関わってきた前期受講生の多くが卒業を迎え、

それまでの成果やノウハウが上級生から下級生へと引き継がれる段階に入った。

後期受講生は、SaganSat ０号機開発プロジェクトのこれまでの歩みを学ぶ講座や、衛星運用・

通信・リモートセンシングに関する講座を受講し、将来の衛星運用でデータ解析を担うことを

想定した準備を進めた。

一方、FM の開発は当館と九州工業大学を中心に継続され、プロジェクト 3 年目の終盤に完

成した。安全審査を終えて打ち上げの準備段階へ移行した時期に合わせて、九州工業大学戸畑

キャンパスにて SaganSat ０号機の完成披露会を実施した。会場では FM が公開され、後期受

講生にとっては自らが関わるプロジェクトの成果を具体的な形で実感する場となった。

その後、SaganSat ０号機は JAXA 筑波宇宙センターへ輸送され、引き渡し前の最終確認を経

て、JAXA へ正式に引き渡された。こうして SaganSat ０号機は開発側の手を離れ、打ち上げ・

放出および軌道上運用に向けたプロセスへと進むことになった。
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７．衛星放出・運用

７．１　国際宇宙ステーションからの放出

SaganSat ０号機は、打ち上げロケットにより米国から国際宇宙ステーション（ISS）へ輸

送され、日本実験棟「きぼう」に搬入されたのち、他のキューブサットと共に軌道上へ放出

された。放出作業当日は、JAXA 筑波宇宙センター内の「きぼう」運用管制室において放出

運用が実施され、参加高校を代表した 3 名を含む 5 名が「Go」コールを担当した。高校生

は衛星運用プロセスの一部に直接関わり、自らが携わってきた衛星が地球周回軌道へ投入さ

れる瞬間を、運用現場の一員として見届ける経験を得た。

放出後は、事前に計画した運用計画に基づき、当館に設置した地上局を中心として初期運

用体制をとった。特に初期段階では、軌道上の衛星が発する CW ビーコン信号の受信を通じ

て、衛星の状態確認を行うことを想定していた。

７．２　通信不良とバックアップ運用への移行

SaganSat ０号機の放出後、当館の地上局では毎日受信試行を行ったが、同時に放出された

他のキューブサットからの CW ビーコン信号は確認できた一方、SaganSat ０号機からの信

号は確認できなかった。その後も他の地上局の協力を得ながら追跡・受信作業を継続したが、

最終的に衛星との通信を確立するには至らなかった。

この結果を受け、当初想定していた「実データに基づく衛星運用」は断念し、代替として

準備していたバックアップ運用へと移行した。バックアップ運用では、各高校が担当するミッ

ションごとに、衛星から得られるはずであった観測データや計測値を模擬データとして作成

し、そのデータを用いて解析手順の検討や結果の解釈を行った。実データではないものの、

軌道条件や観測条件を仮定して整合的な時系列データを構成し解析する過程は、「ミッショ

ンをどう設計し、その結果をどう読み解くか」を学ぶ機会となった。

７．３　衛星の消滅と運用終了

軌道要素の推定から、SaganSat ０号機は放出後およそ 100 日余り地球を周回したのち、

大気圏に再突入して焼失したと推定される。衛星としては期待していた通信やミッション

データの取得には結びつかなかったものの、その開発・放出・追跡・要因分析に至る一連の

過程は、「計画通りに進まない状況から何を学ぶか」を考える経験となった。
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８．成果報告会

SaganSat ０号機の放出・運用フェーズを終えた 2025 年 2 月、当館において本プロジェク

トの成果報告会を開催した。報告会には、開発・運用に関わった高校生や教員、関係者、報道

関係者が参加し、4 年間にわたる取り組みの成果を共有した。

参加 5 校の高校生はそれぞれ、SaganSat ０号機が収集するはずであった観測データを想定し、

必要な模擬データを収集・作成して解析を行い、その結果をミッションの目的に沿って整理し

て報告した。あわせて、プロジェクトに参加して感じたことや今後につなげたい学びなど、活

動全体を振り返る感想も述べられ、高校生が自分の言葉で経験を整理し共有する機会となった。

９．得られた教訓

９．１　高度な実プロジェクトを教育に取り込む際の設計

本プロジェクトは、高校生が実際に宇宙へ打ち上げる人工衛星の開発に挑戦するという、

きわめてチャレンジングな試みであった。一方で、衛星が軌道上で十分な通信を確立できな

かったことや、FM の開発工程に高校生が十分関与できなかったこと、3 年の開発プログラ

ムが 4 年に延長されたことなど当初の想定通りには進まなかった点も多い。

これらの経験から、高度な実プロジェクトを教育プログラムに取り込む際には、「技術的

な成功」を前提とするのではなく、結果のいかんにかかわらず学びを得られるよう、教育目

標と活動設計をあらかじめ明確にしておくことの重要性が確認された。

９．２　時間軸と体制に関する教訓

プロジェクトの進行を振り返ると、衛星開発の時間軸と高校生の学校生活の時間軸との調

整が大きな課題であった。「打ち上げる衛星」にどこまで生徒を関わらせるかという観点か

ら今後に活かすべき反省点である。

また、衛星開発のサイクルは年度や学年の区切りとは必ずしも一致しないため、複数年に

わたるプロジェクトを計画する際には、どのフェーズを高校生の主要な活動領域とするのか

を意図的に設計する必要がある。

本プロジェクトでは、企画を佐賀県、運営を佐賀県立宇宙科学館、技術支援を九州工業大

学と明確に役割分担したことで、長期にわたる活動を安定して継続することができた。この

体制はおおむね有効であった一方、FM 開発の後半や官辺手続きなど、特定の時期・領域に

負荷が集中する場面も生じた。今後はこうした負荷の偏りを見越し、技術的に高度な作業や

専門的な事務処理の一部を外部委託するなどしてプロジェクト全体の負担を抑える仕組みを

あらかじめ設計し、その実施を見込んだ予算設定を行うことが望ましい。
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９．３　科学館が担う「翻訳」と「継続」の役割

当館は、本プロジェクトにおいて専門的な衛星開発と高校生の学びをつなぐ「翻訳者」と

しての役割を担った。大学等の専門機関からもたらされる技術的な情報や制約条件を、高校

生が理解し行動に移せるレベルの課題や活動に置き換えることは、科学館ならではの機能で

ある。同時に、複数の高校・年度・受講生にまたがるプロジェクトを継続して運営し、次の

世代の受講生への引き継ぎを支えることも重要な役割であった。

この経験から、科学館が高度の実プロジェクトを教育プロジェクトとして扱う際には、

① 専門性と教育性のバランスをとるコーディネート機能、② 学校や年度を超えて活動を

継続させる基盤としての機能、の 2 点を意識的に強化していく必要があることが明らかと

なった。SaganSat ０号機プロジェクトは衛星運用の面では期待通りの結果を得られなかった

ものの、その過程から得られたこれらの教訓は今後の宇宙教育プログラムの設計や科学館が

地域の子供たちにどのような学びの場を提供していくかを考えるうえで重要な手掛かりとな

る。

１０．おわりに

本稿では、佐賀県と JAXA の連携プロジェクト「JAXAGA」における教育事業として、当館

が運営した JAXAGA SCHOOL と、その中核となる SaganSat ０号機開発プロジェクトの概要と

経過を報告した。高校生が実際に宇宙へ打ち上げる人工衛星の開発に挑戦するという試みは、

技術的にも運営面でも大きなチャレンジであった。

ミッションコンテストや試作・環境試験、模擬データを用いた解析、成果報告会に至る一連

の取り組みは、高校生にとって「本物の宇宙開発」に接近し、自らの言葉で経験を整理する機

会となった。開発の各段階は、それ自体が完結した学習単元として機能し、衛星との通信が得

られなかった状況においても、高校生が主体的な探究と発表を継続する土台となった。

科学館にとって本プロジェクトは、「宇宙」「地球」「佐賀」を総合的に結び付けながら、学

校教育の枠を超えた長期的な学びの場をデザインし支える試みでもあった。複数年度・学年に

またがる活動を継続させるプラットフォームとしての役割は、地域科学館が今後さらに強化し

ていくべき機能といえる。

SaganSat ０号機は軌道上で十分な成果を上げることは叶わなかったものの、その開発・放出・

運用の試みと、そこから得られた多くの気づきは、次世代の宇宙教育を構想するうえで貴重な

財産となった。今後も、科学館が地域に開かれた「学びの場」としての役割を発揮しながら、

行政・大学・地域と連携し、子どもたちが挑戦と探究を通じて成長していく機会を継続的に生

み出していくことが求められている。
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１．はじめに

自然史系博物館には、ボーリング標本が収蔵されていることがある。ボーリング標本には、

主に調査研究を目的に掘削し連続的にコアを採取して保存するオールコアボーリングの標本

（図１）と、建設工事等に先立って行われる地盤調査ボーリングで得られた標本（図２）がある。

前者であれば、後でそこから試料採取して分析を行う、またはそのまま展示するという活用が

可能である。ただし未固結の堆積物の場合、埃がたまると除去が難しいことなどを考慮すると、

常設展で長期に渡って展示することは避けたい。後者は断片的であり、ラベルが貼られたプラ

スチックの容器に収められ、箱の中に並

べて保存される。そのまま展示をしても、

見えるのは容器に貼られたラベルと試料

のわずかな面積の表面のみである。地盤

調査ボーリングで得られた標本をどのよ

うに活用したらよいか悩んでいる博物館

関係者も多いのではないだろか。大阪市

立自然史博物館（以下、自然史博）では

1981 年の特別展「河内平野の生いたち」

で、大阪平野の地質断面図や古地理図を

展示したことをきっかけに、1982 年よ

り大阪市より地盤調査ボーリング標本や

それに伴うデータの寄贈を受けることに

なった。これまでにおよそ 1600 件、約

5000 地点の地盤調査ボーリング標本と

データを収蔵したが、近年ようやくこれ

らの活用が可能になった。
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博物館所蔵ボーリング標本を用いた
学校向け貸し出し教材開発による地学教育支援

大阪市立自然史博物館　主任学芸員 石井  陽子

図１：オールコアボーリングで得られた標本

図２：地盤調査ボーリングで得られた標本
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２．大阪市立自然史博物館所蔵ボーリング標本の概要

１）ボーリング標本、ボーリングデータという呼称について

ボーリング調査で得られた試料は、ボーリングコア、ボーリング試料などと呼ばれる。ボー

リング調査報告書と採取されたコア・試料をまとめてボーリング資料と呼ぶことがあるが、

試料と資料が同じ読みで混乱を招きがちである。また、一般の人がボーリングコアという言

葉で思い浮かべるものはオールコアボーリングによる連続した円柱状のものであり、地盤調

査ボーリングで採取されプラスチック容器に収められた試料はあまり知られていない。本発

表では、地盤調査ボーリングの試料とオールコアボーリングのコアの両方をボーリング標本、

柱状図と位置情報を合わせてボーリングデータと呼ぶことにする。

２）大阪平野の地質の概要

中新世以前の岩石からなる山地に囲まれた、大阪平野と大阪湾を合わせたくぼみの範囲が、

大阪堆積盆地である。山地と堆積盆地の境界には活断層があり、くぼみを鮮新世以降の地層

が埋めている。山地の麓には 350 ～ 30 万年前に堆積した大阪層群によって作られた丘陵地

が、丘陵地と沖積平野の間には段丘がある。沖積平野は 2 万年より新しい時代の地層である

沖積層でできており、その下には段丘堆積層や大阪層群が分布している。大阪層群について

は丘陵地の地質調査や平野での深層ボーリング調査で、段丘堆積層や沖積層については建設

工事に伴う地盤調査ボーリングで、それぞれ詳しく研究されている（市原 1993 など）。大

阪層群から沖積層にかけての一連の地層は、大阪平野では約数 100 ～ 2500m の厚さがある。

また、一連の地層の上部三分の一は、第四紀の氷期・間氷期変動の影響を受けた非海成層と

海成粘土層の互層である。寒冷な氷期になると海面が下がり、大阪平野と大阪湾を合わせた

地域は陸地になって非海成層が、温暖な間氷期には海面が高くなって大阪平野が海になり海

成粘土層が、それぞれ堆積したことによる。海成粘土層は１層ずつ識別され、海成粘土層を

意味する記号の Ma と、下位から順に振った番号を組み合わせた名称が付けられている。

３）自然史博所蔵の主要なオールコアボーリングの特徴と活用

自然史博で収蔵されているオールコアボーリングには、兵庫県南部地震後の大阪平野での

活断層調査で掘削されたものが含まれる。大阪市と大阪府、地質調査所（後の産総研地質調

査センター）が掘削したボーリング標本を大阪市立大学が中心となって研究を行い、海成粘

土層と世界的な気候変動曲線との対比を検討した（吉川ほか 1999）。すなわちどの海成粘土

層がどの間氷期にたまったのかが明らかにされ、植物相の変化の過程やゾウの仲間の移入の

時期が正確に分かるようになった。これらのボーリング標本の一部や研究成果は 2016 年度

特別展「氷河時代　化石でたどる日本の気候変動」で展示した。また 2021 年度特別展「大

阪アンダーグラウンド」、2022 年度特別展「大阪アンダーグラウンド RETURNS」でも、大

阪平野地下の地層の重なりを示すために展示した。
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４）地盤調査で得られたボーリング標本・データの特徴

大阪平野のような沖積平野は、数千年前に海が入り込み、その時に堆積した泥層が厚く分

布する軟弱地盤地域である。そのため建物等を作る時にはあらかじめ地盤調査を行い、杭の

支持層とすることができる固くて一定の厚さのある地層を探す必要がある。大阪平野では支

持層は沖積層最下部砂礫層かさらに下位の砂層や砂礫層であることが多く、深さ 30m 程度

までが調査の対象とされることが多い。地層の固さは標準貫入試験により調査される。標準

貫入試験でサンプラーの中に取り込まれた地層を調査者が観察・記載して部分的に採取し、

地層名や深度、地層の固さを示すＮ値を記入したラベルを貼ったプラスチック容器に入れた

ものがボーリング標本である。調査位置図や柱状図、各種試験結果等が収められたボーリン

グ調査報告書も作成される。柱状図や位置情報はデジタル化されて活用されることがあるが、

ボーリング標本は廃棄されることが大部分である。

地盤調査ボーリングデータを集積した地盤情報データベースが地域（都道府県）ごと、

省庁ごとに作られて公開されるようになった（国土交通省による国土地盤情報検索サイト

“KuniJiban” など）。大阪平野を含む関西地域では「関西圏地盤情報データベース」にボーリ

ングデータが集積され、活用されている。

５）自然史博での地盤調査ボーリングの整理やデジタル化の方法

自然史系博物館では実物標本を中心に資料収集を行うが、ボーリング標本もその対象とな

る。ボーリング標本の活用には柱状図と位置情報が必須である。ボーリング標本の箱に収め

られた柱状図は散逸しやすい。最近の柱状図には位置情報が緯度経度で記入されているが、

誤入力があると全く異なる地点を示す。そのため調査位置が記入された位置図が必要である

が、位置図がボーリング標本の箱に収められていることはほぼない。従って、柱状図や位置図、

分析結果等が収録されたボーリング調査報告書をボーリング標本と紐付けて保存する必要が

ある。

自然史博では、これまでに大阪市交通局、都市整備局等からボーリング標本やボーリング

調査報告書の寄贈を受けてきた。大多数を占める都市整備局からのものについては、工事発

注時の書類に「工事完了後、ボーリング資料を大阪市立自然史博物館に搬入すること」と明

記されているため、建物が完成したタイミングで建設業者がボーリング標本とボーリング調

査報告書を直接自然史博に搬入する。自然史博の担当者（発表者）はこれらをとりまとめて

受入台帳に記載し、年度ごとに都市整備局に報告を行う。

担当者は、ボーリング標本とそのデータを収録したボーリング調査報告書に同じ番号を振

る。位置情報は、国土地理院の１万分の１地形図を平面直角座標系の 1km ごとに引かれた

線で分けてスキャンしたものに、描画ソフトで記入する。柱状図は描画ソフトで 1/100 の

縮尺で書き起こす。ボーリング位置を落とした地図の画像ファイルを開いて並べどの地点の

柱状図を用いるか検討し、描画ソフト上で柱状図を並べて地層の連続性を検討して地質断面

図を作成する。地質断面図作成の際に、海成粘土層があると鍵層として用いることができる。
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海成粘土層はボーリング標本を観察して貝殻片や二次鉱物を探すことで判別できる。貝殻片

は柱状図に記載されていることが多いが、二次鉱物の析出は酸化と乾燥によるため、掘削後

一定の時間が経過しないと観察できない。ボーリング標本を保存すると、二次鉱物で海成粘

土層を識別できるという利点がある。海成粘土層の分布を地図上に落とすことで古地理図を

作ることができる。

３．地盤調査ボーリング標本・データの学校向け

　　貸し出し教材としての活用

１）学校向けボーリング標本貸し出しのきっかけ

小学校６年理科の教科書の地層の単元には学校のボーリングコアを観察する項目がある。

2008 ～ 2013 年にかけて、発表者は自然史博所蔵のボーリング標本を用いた教員向け行事

「学校の地下の地層」を実施した。この行事ではボーリング調査報告書に収録されている柱

状図を縮小コピーして切り抜いて方眼紙に貼り、地質断面図を作成して地層のできた環境や

時代を検討した。2008 年に大阪市内のある小学校の教員から、授業で使用したいのでボー

リング標本を貸してほしいという相談を受けた。次の年にも同様の相談を普及行事の補助ス

タッフをしていただいていた教員からも受け、ボーリング標本の貸し出し教材化やそのため

のボーリング柱状図や位置図のデジタル化の必要性を認識した。大阪市立の学校のボーリン

グ標本は大部分が自然史博に収蔵されているため学校にはなく、授業での活用は不可能な状

況であった。さらに小学校や中学校の教員には高校や大学で地学や地質学を学んだことがあ

る者が少なく、多くの教員が地層の単元の授業を苦手としており、ボーリング標本の貸し出

しを通じた地学教育支援の必要があると判断した。

２）１年目（2013 年度）の取り組み

描画ソフト上で作成した位置情報や柱状図がある程度蓄積した段階で、笹川科学研究助成

実践研究部門に申請を行い採択された。研究費申請の主な目的は、柱状図作成を手伝ってい

ただくアルバイトを雇うことと、ボーリング標本の貸し出しの際の運送費を捻出することで

あった。

ボーリング標本貸し出しの流れは以下の通りである。教員からの問い合わせを受けて、そ

の教員の勤務先の学校のボーリング標本が収蔵されているか確認する。収蔵されていない場

合は近隣の市営住宅等のものを探し地質断面図を作成する。教員に来館してもらい、ボーリ

ング標本の観察方法、柱状図の読み方、学校周辺の地質の特徴や環境変遷、地形や地質から

分かる防災上の留意点などを解説する。大きくプリントアウトした地質断面図も提供する（図

３）。学校にボーリング標本を発送し、授業で活用してもらう。授業実施後にボーリング標

本を返送してもらう。教員に来館していただき、授業の様子や児童・生徒の反応を教えてい
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ただく。事後アンケートを行い、成果は次年度以降に活かす。基本的な流れは 2025 年度現

在も同じである。

2013 年度には次年度の特別展「都市の自然」での地質断面図の展示を目標に、友の会会

員に参加を呼びかけてボーリング標本調査を月１回実施した。大阪の市街地の中央には南北

に連なる高まりの地形である上町台地が、その西側には活断層の上町断層があり、地層が大

きく変形している。この地域の地質断面図を標本調査で海成粘土層の有無を確認しながら作

成した。この作業で上町台地周辺の地質構造の概要を把握することができ、「都市の自然」

展で展示しただけでなく、その後の地

質断面図作成の基礎データとすること

ができた。

2013 年度には８件のボーリング標

本貸し出しを行った。また、年度の終

わりに貸し出しを利用した教員に集

まっていただき、それぞれの授業での

活用について紹介していただく、補助

教材をご提案いただくなどした。結果

的に 2013 年度の取り組みを笹川科学

研究助成の成果として評価いただき、

奨励賞を受賞した。

３）ボーリング標本の学校向け貸し出しのその後の展開

2014 年度には全国科学系博物館活動等助成を受け、補助教材「大阪平野のおいたち」掛

け図セット作成や、教員有志による指導案作成と公開授業の実施などを行った。また、学校

にあるボーリング標本で授業をしたいという教員の要望に応え、その学校のボーリング柱状

図を用いた地質断面図を作成するなどの支援も行った。2015 年度以降、関西圏地盤情報デー

タベースの研究利用をさせていただくことになった。これにより自然史博所蔵のボーリング

標本やデータが少ない地域（古くからの市街地や工場地帯など大阪市の建物がない地域）の

地質断面図を作成できるようになった。また、大阪市外の学校からの支援要請にも応えるこ

とが可能となった。2015 年度には門真市の教員が独自に集めたボーリング柱状図と関西圏

地盤情報データベースを用いて地質断面図を作成し、授業の支援を行った。2015 年度後半

から 2017 年度前半にかけて、武田科学振興財団中学校理科教育振興助成の支援を受けた。

この年までに中学校によるボーリング標本貸し出しの利用がなく、中学校を対象とした貸し

出しを増やすことが目的であった。2016 年度後半に豊中市の中学校の教員から学校に保存

されているボーリング標本で授業をしたいという要望があり、関西圏地盤情報データベース

を用いて地質断面図作成を行い、ボーリング標本教材化の支援を行った。2016 ～ 2020 年度、

2021 ～ 2024 年度は JSPS 科研費（16K01055、19K01151）によりボーリング標本貸し出

図３：ボーリング標本貸し出しキット。
地質断面図は学校に差し上げている。



－ 98 －

しを中心とした地学教育支援を継続した。各年度のボーリング標本貸し出しや教材作成支援

の実績は表１のとおりである。

４）教員や児童・生徒の反応からみたボーリング標本活用の効果・意義

返却時の聞き取りや事後アンケートから、ボーリング標本の貸し出しを利用した教員の多く

から概ね好評を得ていることが分かった。ボーリング標本の観察方法が分かった、貝殻片や二

次鉱物から学校がある場所が海であったことが分かった、ボーリングデータを読むことで学校

がある場所が軟弱地盤であることが分かった、地質断面図から地層の広がりが分かった、など

の感想をいただいた。「貝殻片を探そう」と呼びかけると多くの児童が目を輝かせてボーリン

グ標本を観察し、学校のある場所がかつては海だったことを理解できたと、複数の教員から伺っ

た。自分の学校の地層なので子ども達も自分事として学べたという感想もいただいている。学

校やその近隣で得られたボーリング標本を授業で活用することで身近な場所の地層で学習がで

きるということには、非常に大きな意義があると考える。このこともあり「どこの場所のボー

リング標本でも良いから貸してほしい」という要望にはお応えしていない。

複数回にわたって貸し出しを利用する教員の多くが理科専科である。ベテランの教員が若手

の教員にボーリング標本の活用を勧める例もある。ボーリング標本の貸し出しをごく初期から

継続的、断続的に利用する教員が複数名いるが、その中には教員向け行事「学校の地下の地層」

参加者が含まれる。近年連続して貸し出しを利用している高校教員からは、「学校の地下の地層」

の後継行事「平野の地下の地層の調べ方」に参加した際にボーリング標本貸し出しの相談を受

けた。「教員のための博物館の日」やその他の教員研修の場で、自然史博のボーリング標本貸

表１：学校向けボーリング標本貸し出しや断面図作成による支援の実績
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し出しを知ったという教員もいる。普及行事や教員研修でボーリング標本やデータを扱うこと

にも意義がありそうだ。

４．まとめと今度の課題

地盤調査ボーリングは生活に密着した重要な技術である。これがなければ建物や橋、トンネ

ルなどの構造物を作ることができない。地盤調査で得られるボーリング標本はそのままでの活

用は難しいが、地域のおいたちや環境変遷を知るための重要な資料である。位置情報と柱状図

をもとに地質断面図作成をし、展示やその他の普及教育で活かすことができる。

発表者はこれまでに約 60 校の学校を対象にボーリング標本貸し出しや地質断面図作成によ

る支援を行った。作成した地質断面図は恐らく 100 点を超える。研究を始めた頃には年度ごと

に研究報告書を作成していたが、近年はデータが多くなったこともあり、まとめの作業ができ

ていない。ボーリング標本の貸し出しを継続しながらであるが、地質断面図の整理と再編を行

い、地域ごとの地質の特徴を明らかにするなどの作業をしたいと考えている。
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１．はじめに

2025 年 10 ～ 11 月に、国立科学博物館において企画展「学習マンガのひみつ」を開催した。

近年は博物館でもマンガとコラボした展覧会やマンガを活用した展示、解説等も行われるよう

になっているが、そのためには著作権や著作隣接権等をはじめ、いくつかの課題がある。

本発表では、科学博物館において、専門性の高い内容をマンガというコミュニケーション手

法によってわかりやすく伝えるための課題等について考察する。

２．学習マンガ展開催の趣旨

１）背景

近年、教育関係者やマンガファン、出版関係者など、様々な立場の人々から「学習マンガ」

が注目されている。学校図書館や書店の児童書コーナーには、これらの書籍が並ぶ棚が大き

な一画を占め、戦前からの古い歴史もあり、また大きな出版市場を形成しているジャンルで

あるにもかかわらず、これまでその全体像を俯瞰するような書籍や展覧会は存在しなかった。

本企画は、“ 見えないマンガ ” と言われる「学習マンガ」を、多角的に紹介する初めての展

覧会であった。

もちろん、これまでも日本マンガ学会等において学習マンガに関する論文や研究発表はあ

り、博物館関係学会等において博物館と学習マンガに関する研究発表も行われている。筆者

も日本ミュージアム・マネージメント学会第 15 回大会（2010）で「マンガによるミュー

ジアム・リテラシーの向上」というテーマで、福島県いわき市で開催された第 10 回世界水

族 館 会 議（10th International Aquarium Congress 2018 Fukushima） で「Aquariums in 

Manga － Possibility of Aquarium Education」というテーマで発表を行った。また、日本

の国公立美術館が初めて正面から「マンガ」に光を当てたと言われている東京国立近代美術

館の「手塚治虫展」が 1990 年に開催されて以降、多くの博物館や美術館、文学館等でマン

ガ展が開催され、2012 年に六本木ヒルズ森アーツセンターギャラリーで開催された「ONE 

PIECE 展」は、90 日間の会期中に 51 万人を動員した。海外でも、2019 年にイギリス・ロ
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科学博物館における
マンガ展の開催に関する考察

国立科学博物館 栗原  祐司
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ンドンの大英博物館で開催されたマンガ展「The Citi exhibition Manga」には、約 3 ヶ月

の開催期間中に約 18 万人もの来場者があり、アメリカ・サンフランシスコのデ・ヤング美

術館で開催中（2026 年 1 月 25 日まで）のマンガ展「Art of Manga」には、2025 年 9 月

27 日の初日に、2000 年以降の同館の記録で最高の 8,324 名の来場者数を記録した。2019

年 9 月に開催された ICOM（国際博物館会議）京都大会では、「〈マンガ展〉の可能性と不可

能性：英韓日の比較から（Possibilities and impossibilities of exhibiting Manga/comics: A 

comparison between Manga/comic exhibitions in the UK, South Korea, and Japan）」とい

うプレナリー・セッションも開催された。

２）意義

今やマンガは世界的にも日本を代表する文化であると言っていいが、その一類型である学

習マンガについては、多くの日本人が図書館や学校図書室で親しみ、近年は書店でも一つの

コーナーが設けられ、さらに「学習マンガ」としてカテゴライズされていない『あさきゆめ

みし』（大和和紀 1979 ～　講談社）や『ベルサイユのばら』（池田理代子 1972 ～　集英社）

等の娯楽・ストーリーマンガが、無意識的に学習的な要素を有している実態がありながら、

これまでその全体像にフォーカスした展覧会は行われてこなかった。

これまで多くの来場者を集め、注目されたマンガ展は、「進撃の巨人展」、「荒木飛呂彦原

画展 ジョジョ展」、「水木しげる展」等、既に人気があり、固定のファン層がいるマンガ家や

その作品、あるいは雑誌等に関するものであった。展覧会の主催及び共催者は、当然入館料

等の収入を確実に確保できることを見越した上で展覧会を企画しており、学習マンガを専門

とするマンガ家にも一定のファンはいるものの、学習マンガ展では確実に集客効果が期待で

きないのが実態であろうと思われる。いわゆる学習マンガが、“ 見えないマンガ ” と言われ

る所以である。

周知のとおり、国立科学博物館の前身は教育博物館 であり、2 年後に開館 150 周年を控

えた今、これまで開催されていない「学習マンガ」に関する企画展を開催することは、当館

の歴史のみならず日本の博物館史、さらにはマンガ研究の歴史においても十分な意義がある

と考え、常設展料金で見学できる企画展として「学習マンガのひみつ」展を開催した次第で

ある。

企画に際しては、外部から学習マンガに関する多くの研究実績がある京都精華大学国際マ

ンガ研究センター特任教授の伊藤遊氏、京都産業大学現代社会学部教授の山中千恵氏、公益

財団法人東洋文庫研究員で歴史学習マンガ家の瀧下彩子氏に監修をお願いした。いずれも「学

習マンガ研究会」として活動をしており、本展に先立ち、9 月 6 日に東洋文庫アカデミア（生

涯学習講座）で国立科学博物館企画展連携講座として、「学習マンガのひみつ－その過去と

未来、メディアとしての可能性－」を開催した。また、当館からは、筆者と植物研究部陸上

植物研究グループの永濱藍研究員が監修し、永濱藍研究員には主に植物系学習マンガの展示

を担当してもらった。これまで動物園や水族館を舞台にしたマンガは数多くの作品があるが、
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動きのない植物に関するマンガについてはほとんど注目されておらず、当館所蔵の植物標本

に加えて、野冊や胴乱などの道具も展示したこの企画も、当館らしい展示として注目を集め

た。

２．学習マンガ展の内容

１）展示の工夫

基本的に博物館におけるマンガ展は、マンガそのものを読ませることを目的としておらず、

原画を展示する場合も、ストーリーを追うことよりも原画やキャラクターの筆致自体をアー

トとして鑑賞してもらうことを目的としていることが多い。しかしながら、マンガの表紙ば

かりの展観だと、中身を読みたいというニーズとストレスが発生する。予算と十分な準備期

間があれば、パネル展示によってクライマックス・シーン等を表現することもできるが、そ

のいずれも不足していたため、企画展示室に隣接する中央ホールに本棚とベンチを複数台設

置し、学習マンガの閲覧スペースとした。その結果、土・日・ 祝日には子どもから大人まで

多くの方がベンチに座り学習マンガを熱心に読む姿が見られた。閲覧スペース用の本は、ご

協賛いただいた Gakken、KADOKAWA のほかに集英社、小学館よりご提供いただくことが

できた。階段を上がってすぐの目に留まる位置に本棚があることで、多くの方が閲覧スペー

スに惹きつけられたように思われる。また、床面にはマンガの効果音が印刷されたパンチカー

ペットを設置し、日本館 2・3 階から見下ろしても楽しめるような工夫をした。あわせて、

アイキャッチとしてタイトルロゴのカットアウトパネルを吊り下げることで誘客を図った。

また、中央ホールでは、学習マンガを当館ならではの視点で解説することを心がけ、筆者

による「科博とマンガ」展示や、永濱研究員による植物系学習マンガの展示は、アンケ―ト

でも好評をいただいた。館長を含む多くの当館研究員が学習マンガの監修を行なったり、「菌

類のふしぎ－きのことカビの仲間たち」展（2008 年）をはじめとするマンガとコラボした

特別展や企画展を数多く開催していることに驚いた来場者も多かったようだ。

企画展示室内では、「学習マンガの歴史」を戦前から現在までの流れを年代別にたどりつつ、

学習マンガがどのようなもので、どのようにして多くの人に読まれるに至ったかを説明した。

来館者の方が楽しめる空間づくりのため、企画展示室に入ってすぐの場所には、本棚を模

した造作を設置し、いくつかのグリット内には、本物の書籍やモニターを配置した。モニター

では、西郷隆盛のバラエティに富んだ描かれ方を紹介し、学習マンガはマンガ表現上の流行

やマンガ文化そのものの社会的な位置づけの変化などによって、内容だけでなく、その表現

も変容してきたことを表すことができた。

また、赤塚不二夫氏や石ノ森章太郎氏、すがやみつる氏など、人気作家の学習マンガを紹

介するコーナーでは連結ケースに作家名のカッティングシートを貼ることで、誰の作品なの

かが一目で分かり、来館者からもわかりやすいという声があった。
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なお、キービジュアルはマンガ家の久世番子氏にお願いし、チラシも雑誌風の二色刷りに

した。また、久世氏が文化庁 Web 広報誌「ぶんかる」で連載中の『博物館ななめ歩き』に

おいて、本展を紹介した。

出口付近にマンガに登場する常設展示マップを作成したが、好評だったことからコピーを

配布した。

２）開催結果

本展（企画展示室）への入場者数は、機械式カウンターによる計測で 87,843 人であった。

27 日間という短い期間の展示ではあったが、中央ホールでの演示がアイキャッチとなり、1

日あたりの入場者数は 3,253 人（歴代 8 位）、本館全体の企画展入場率は 37% とほぼ通常ベー

スであった。

関連イベントとして、11 月 3 日に日本マンガ学会長のすがやみつる氏による講演会を実

施した。参加者数は関係者含め約 80 名で、愛読者の方が講演会にも多く参加され、講演会

応募者の出席率は約 95％であった。

３．学習マンガ展の課題

１）構想段階から展示までの時間的制約

前述のとおり、本展は京都精華大学国際マンガ研究センター特任教授の伊藤遊氏と筆者が

中心になって企画したが、双方ともに多くの業務を抱え、展示構想そのものは早い段階から

決めていたものの、具体的な展示内容を決めるのに時間を要し、結果的に来場者から目録（展

示品リスト）を望む声を多くいただきながら、配布できなかった。

これは、当館側がマンガ展を開催した経験がなく、２）で述べるような特殊事情を把握し

ていなかったことで、より魅力的な展示を行うための時間を確保できなかったことが大きい。

２）展示の限界

著作権法上、マンガの現物を展示すること自体は問題ないが、マンガのキャラクターや他

館で展示している写真等をパネルにして展示する場合は、複製にあたるため、著作権者の許

可が必要となる。このため、多くのマンガ展で展示しているようなマンガのキャラクターを

拡大してパネル展示を行うための時間的制約があり、写真撮影スポットを除いた多くの場所

が撮影禁止とせざるを得なかった。さらに、著作権者が物故者の場合には、その継承者が不

明であることも多く、なおのこと時間的余裕をもって企画することの必要性を実感した。

同様に、原画の展示も著作者の許可が必要となる。本展では当初から原画の展示は想定し

ていなかったが、筆者が実質的に監修したグレゴリ青山『京博深掘りさんぽ』（2023 年　小

学館）の原画をグレゴリ青山氏から借用し、撮影可で展示できたのは幸いであった。（4 枚の
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科学博物館におけるマンガ展の開催に関する考察

研
究
発
表
⑮

原画を毎週展示替。）

３）予算不足

いわゆる学習マンガを出版している株式会社 Gakken、株式会社 KADOKAWA、株式会社

小学館、株式会社集英社、株式会社講談社の各社に協賛の依頼を行ったが、結果的に株式会

社 Gakken 及び株式会社 KADOKAWA の二社の協賛にとどまった。もう少しスポンサーを得

ることができれば、さらなる展示の充実やリーフレットの作成・配布も可能だったが、必要

最小限の展示とせざるを得なかったのは残念であった。なお、一定以上の協賛を賜った株式

会社 Gakken に対しては、閉館後に特別内覧会を行い、筆者が解説を行った。

４）展覧会名

本展のタイトルとした「学習マンガ」は、一般名詞として使用したものだが、実は小学館

が商標登録をしていた。そのため、展覧会名として使用可能かという危惧があったが、同

社法務部と協議し、商用目的でなければ問題ないとのことで、そのまま使用することにし

た。なお、そうした理由から、Gakken は「学研まんが」、集英社は「集英社版学習まんが」、

KADOKAWA は「角川まんが学習シリーズ」、講談社は「講談社学習まんが」という名称を使

用している。

５）スペース不足

中央ホールの一角に展示した「これも学習マンガだ！」は、日本財団主催で 2015 年度か

らスタートした新しい世界を発見できるマンガや学びにつながるマンガを選出・発表し、作

品を国内外の読者に届ける事業である。2020 年度より、一般社団法人マンガナイト（代表：

山内康裕）主催、日本財団助成事業となった。マンガの持つ「楽しさ」「分かりやすさ」「共

感力」に着目し、社会をより良いものにしていくことを目的とし、マンガを通じて「楽しみ

ながら学ぶこと（＝ edutainment）」を継続的に推進しており、選書は選書委員会（委員長：

里中満智子日本漫画家協会理事長・マンガジャパン代表）が合議制により決定している。

学習マンガの新たな展開として、選書の対象となった性の多様性や異文化理解、慰安婦問

題、STEAM 教育、政治等を学べるマンガを多角的に紹介したかったが、主にスペース上の

問題から事業の紹介にとどまった。

また、博物館を舞台としたマンガや学芸員、飼育員等の仕事を紹介するマンガ、さらには

郷土の歴史や偉人、宗教の教祖を紹介するマンガ等も紹介したかったが、これらも本棚を模

した造作のグリット内での陳列にとどまった。

さらに、韓国から展開されているスマートフォンを通じて閲覧するタテ読みのまんがの可

能性、学習マンガの原画の保存についての課題等、多様なテーマに関する展示も考えられた

が、やはりスペース上の制約から断念した。
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６）満足度の低さ

本展のアンケート調査の結果、満足・やや満足と回答した割合が全体の 78%、ふつうは

9%、やや不満・不満は 12% という結果で、他の企画展と比べてやや不満・不満が高かった。

自由記述からその理由を分析すると、まず、あさりよしとお氏をはじめとした特定のマンガ

家の学習マンガが展示されていなかったことが挙げられる。一般に、学習マンガ家としては、

歴史・社会分野ではムロタニツネ象、鈴木サチ、たなかじゅん、ひらたもとこ、柳川圭、土

山しげるの各氏、科学・教養分野ではあさだみほ、高藤暁、あおきけいの各氏、語学・文学

分野では羽賀翔一、横山雅彦の各氏が知られており、展示されていた各出版社の学習マンガ

シリーズに彼らの作品もいくつか含まれていたが、本展はこれらの学習マンガ家を紹介する

趣旨ではなく、スペース的にも限界があったため、割愛せざるを得なかった。また、学習マ

ンガの流れを俯瞰する展示展開であったために表紙の紹介が続いたこと、撮影不可が多く資

料リストの配布もなかったことは前述のとおりで、これらが評価につながったものと考えら

れる。

４．今後の展開

１）巡回展の可能性

本展の巡回展を行う企画は今のところないが、出展したマンガのほとんどは京都国際マン

ガミュージアムの所蔵品と、伊藤遊氏及び筆者の個人蔵であったため、将来的に京都国際マ

ンガミュージアムで同趣旨の企画展を開催する可能性は高い。また、当館の筑波実験植物園

において、永濱研究員が企画・監修した植物系学習マンガに関する企画展を開催することに

ついて、検討を行っている。

２）学習マンガ家を紹介する企画展の可能性

３（６）で述べたとおり、本展では個々の学習マンガ家を紹介しなかったことが満足度の

低さにつながったが、未だほとんど実現していない学習マンガ家を紹介する企画展の開催が

期待される。国立科学博物館における学習マンガ展の開催を契機に、将来的に全国各地にあ

るマンガミュージアム等において実現することを期待したい。

３）博物館マンガの可能性

本展では、トピック展示として「展示にもマンガを使っている！」や「国や自治体等との

コラボ」のコーナーを設けた。実際、３（５）で述べたように博物館を舞台としたマンガや

広報誌等でマンガによって博物館活動を紹介している博物館は多い。今後、こうした博物館

マンガがさらに発展することを期待したい。
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１．はじめに

地質標本館は産総研地質調査総合センター（GSJ）の普及施設として、最新の地質研究成果

を展示・解説している。近年、同館では来館者エンゲージメントの向上を目的として、GSJ 研

究者が展示の一部を対話形式で紹介する「ガイドツアー」を実施している。この取り組みは、

研究者が直接来館者とコミュニケーションを取りながら専門的知見を共有する点に特徴があ

り、展示理解を深めるだけでなく、来館者が疑問をその場で質問したり、研究者と意見を交わ

したりできる “ 学びと発見が生まれる場 ” を生み出している。

一方で、専門性とわかりやすさの両立、参加者層に応じた内容調整といった運営上の課題も

浮かび上がった。例えば、地質に関する基礎知識を持つ参加者と初学者が混在する場合には、

説明の深度や話す順序に工夫が求められ、専門的な話題に踏み込みつつも、来館者が置き去り

にならない配慮が必要である。また、研究者がそれぞれの専門性を活かしつつ、一般来館者の

興味を引き出す語り方を磨くことも課題の一つとして挙げられる。

本稿では、ガイドツアーの概要および具体的な実施例を紹介するとともに、参加者の反応や

運営上の工夫を踏まえて課題を整理し、今後の展望を考察する。

２．ガイドツアーの概要　　

ガイドツアーは、専門研究者とともに約 1 時間館内をめぐり、展示物の背景や研究の視点を

共有することで、来館者が地質学をより多面的に理解し、主体的に学ぶことを目指すプログラ

ムである。地質標本館では、展示解説に関心があり、館の活動に協力することが可能な GSJ 研

究者を「地質標本館展示解説登録者」として登録しており、ガイドツアーではこの「地質標本

館展示解説登録者」を中心にガイド役を依頼している。また最近では GSJ の新人研究者のアウ

トリーチ研修の一環として「一点解説」と称する短時間のガイドツアーを新人研究者に依頼す

ることもある。ガイド役の研究者は自身の研究分野や専門性を踏まえてテーマ設定を行い、展

ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
①

研究者による展示解説 “ ガイドツアー ” を
通じた来館者エンゲージメント向上の試み

－地質標本館での実践－

産業技術総合研究所　地質標本館　地質標本館室運営グループ

　瀬口  寛樹　福田  和幸
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示とどのように結びつけて話すかを自主的に企画したうえでツアーを担当する。そのため、各

回で取り上げられる視点や解説の深さに個性が生まれ、ガイドツアーの多様性につながってい

る。

このプログラムでは、研究者が展示物に潜むストーリーを紐解き、来館者は専門家の視点や

研究の現場に近い思考を体験できる。そのため、展示を「見る」だけでなく、「理解し対話する」

プロセスが生まれ、来館者の興味関心を喚起する点に来館者エンゲージメント向上の効果が認

められる。

３．ガイドツアーの実施例　

地質標本館では 2015 年のガイドツアー開始以降、延べ

22 回のガイドツアーを実施しており、ここでは 2025 年

3 月 8 日に実施した第 23 回のガイドツアー（図 1）を紹

介する。

この回では、4 名の研究者がそれぞれ異なるテーマで計

4 回のツアーを担当した。定員はいずれも 15 名とし、ウェ

ブサイトで事前予約を受け付けたところ、数時間で満席と

なる回があるなど、高い需要が確認された。ガイドツアー

が来館者に認知され、定着しつつあることがうかがえた。

１）「地震と活断層のはなし」

地震計の紹介から始まり、日本列島周辺の地震

発生の仕組み、津波堆積物や活断層のはぎ取り標

本、3D プロジェクションマッピングを活用した構

造線・活断層の解説など（写真１）、複合的な視覚

教材を用いた説明が行われた。

２）「石と地質図のはなし」

花崗岩の話題を導入に、岩石・鉱物の基本や地

質図作成のプロセスを紹介し、地質図が研究者の

長年の調査の積み重ねによって成立することを伝

えた。　　　　　　　　　　　

３）「鉱物の形と結晶の形」

鉱物の形態と結晶構造の関係を講義形式で説明した後、実物標本を観察し、さらに偏光板

を用いた複屈折を体験してもらうことで、理解の深化を図った。

図１　2025 年 3 月 8 日開催のポスター

写真１　ガイドツアーの様子
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研究者による展示解説 “ガイドツアー ”を通じた来館者エンゲージメント向上の試み
－地質標本館での実践－
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４）「温泉と地熱のはなし」

3D プロジェクションマッピングや火山模型を用いて温泉形成機構を視覚的に説明し、地

熱発電へと話題を広げた。特に温泉周辺の地熱現象に関する質疑が活発に行われた。

５）参加者の反応

アンケートでは「展示だけでは理解できなかった点がよくわかった」「専門家と対話でき

たことが貴重だった」など肯定的な意見が多く、来館者エンゲージメント向上の効果が裏付

けられた。また、「野外での一日ツアー」の提案など、研究者との交流を求める声も見られた。

４．課題

ガイドツアーの実施により得られた課題は以下の通りである。

１）専門性とわかりやすさの両立

高度な専門知識をどの程度まで平易化するかは担当研究者の判断に依存し、参加者の理解

度に差が生じやすい。特に専門的背景を持つ参加者と初学者が混在する場合には、説明の階

層化が求められる。

→ 対応策：ツアーごとに対象層の前提知識を把握し、導入部分で基礎的な説明を行った上で

専門的話題へ段階的に進める。補助資料や簡易解説パネルの活用も有効である。

２）参加者層に応じた柔軟な内容調整

子ども連れ、大学生、専門家志望者など、参加者層が多様化する中で、適切なボリューム・

難易度調整が課題となる。

→ 対応策：事前アンケートや予約時の選択項目を活用し、参加者層に応じてツアーの説明レ

ベルや体験活動の深さを調整する。小グループでの解説やワークショップ型の導入も検討

する。

３） 研究者の解説スキルの育成

専門性が高いほど一般向けの説明が難しく、話し方・構成・質問応答など、来館者向け解

説力の向上が必要となる。

→ 対応策：模擬ツアーを実施しフィードバックを重ねていくことや、参加者アンケートを活

用した振り返りも有効である。

５．考察

ガイドツアーは、来館者が研究者と直接対話することで、展示物への理解を深めるだけでな

く、研究への興味や学びの意欲を高めるという点で、来館者エンゲージメント向上に大きな役

割を果たしている。特に進路に迷う学生や将来地学を学ぼうとする高校生からは「研究者の志
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望理由」などキャリアに関する質問が寄せられ、展示を超えて研究者との対話そのものが重要

な価値を持つことが明らかとなった。

また、新たな試みである新人研究者による「一点解説」では、研究者の専門性を一点に絞っ

て深く紹介する形式が参加者に好評であり、GSJ 研究者のアウトリーチ活動の研修機会として

も有効で、専門性を活かしつつわかりやすい解説を行う訓練の場としても機能する。

課題としては、説明レベルの段階化、視覚教材のさらなる活用、参加者属性に応じたツアー

のバリエーション化などを進めることで、より多様な層の来館者の関心に応えるプログラムへ

発展させる余地がある。

６．まとめ

地質標本館のガイドツアーは、研究者による対話型解説を通じて、来館者の理解の深化と学

習意欲の向上を実現する取り組みであり、来館者エンゲージメント向上に大きく寄与している。

一方で、専門性とわかりやすさの両立、参加者層への調整、解説スキルの強化といった課題も

残されている。

今後は、これらの課題に対応しつつ、展示の価値を最大限に伝える工夫や、研究者と来館者

の交流機会をさらに充実させることで、地質学の魅力をより広く普及させることが期待される。

地質標本館は引き続き研究成果の発信と来館者エンゲージメントの推進に努め、多様な来館者

にとって「学びと発見が生まれる場」を提供していく。
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１．はじめに

地質標本館は産総研地質調査総合センター（GSJ）の研究成果普及施設として、最新の GSJ

地質研究成果ならびに産総研研究者が収集、あるいは個人・外部機関から寄贈していただいた

標本を展示している。中でも鉱物標本の展示は多くの来館者に好評な展示であり、その美しさ

や形の面白さに多くの来館者が魅了されている。

地質標本館では、2024 年 1 月から「絵の具になる鉱物」というイベントを企画・開催して

いる。これは鉱物や原石の利用法として絵の具作り体験してもらうことで、地質や岩石鉱物と

文化や芸術とのつながりも知ってもらい、多様な嗜好を持つ来館者に鉱物についての知識と面

白さ、ひいては地球科学の魅力を伝え、「地球科学と関心を繋ぐ」ことを目的としている。

本報告ではこの「絵の具になる鉱物」作成イベントの紹介とそれによる効果について報告す

る。

２．「絵の具になる鉱物」作成イベントの概要　

１）背景

コロナ明け以降、地質標本館の来館者数は増加、

各種イベントの参加者からはポジティブな評価を

頂いている。一方「家族に誘われて」「団体企画で」

など「連れてこられた」来館者の中には、あまり

地球科学に興味がない方も多くおられるのも事実

である。そのような来館者に少しでも面白さを感

じていただける工夫ができないかと展示内容やイ

ベント企画で試行錯誤している。

そのような状況で、地質標本館に展示している

鉱物標本のうち、とりわけ緑色の大きな孔雀石標

本は特に目を引き、多くの来館者が足を止める展示物である（第 1 図）。

人類は昔から土や鉱物岩石を顔料、すなわち絵の具として利用してきた。世界中で顔料と
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鉱物を絵の具に
－ 関心を繋ぐ体験イベント －

産業技術総合研究所　地質標本館　川邉  禎久　兼子  尚知　中村  由美

第１図　地質標本館で展示している
孔雀石（左）と藍銅鉱（右）
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して使われてきた代表的な鉱物が孔雀石と藍銅鉱で、それぞれ岩
いわろくしょう

緑青と岩
いわぐんじょう

群青という顔料と

なる。

以前より孔雀石に足を止めている来館者に、「孔雀石は緑色の絵の具になる」ことを尾形

光琳の「燕
か き つ ば た ず

子花図」などを紹介して説明すると多くの来館者が興味を示してくれることに気

付いていた。燕子花図は歴史や美術教科書にも紹介されており、多くの方が知っている。そ

の絵が展示されている鉱物を使った絵の具で描かれているという意外性から興味を持たれる

ようだった。このことから地球科学にそれほど大きな関心はないが、美術や歴史に興味があ

る方に、鉱物を知ってもらう、興味を持ってもらうきっかけになるイベントとして、鉱物を

実際に粉砕し顔料を作成、それを実際に塗ってもらう企画を考えた。

２）イベント計画

実施計画を考えるにあたり、「絵の具になる鉱物」作成イベントで使用する鉱物について

の検討を最初に行った。歴史上、様々な鉱物、岩石が顔料として使われてきたが、中には入

手が困難なものや石黄のように毒性があり現在では使われないものもある。また入手容易な

磁性乳鉢を利用して 1 時間程度のイベント時間内にすりつぶすためにはあまり硬い鉱物は適

さない。これらの条件を考慮して、比較的安価で入手しやすく、安全性も高く色も比較的鮮

やかで、硬度も大きくない孔雀石を使用することとした。

孔雀石から顔料を作成する手順は、過去に行わ

れた同様のイベントや書籍、インターネットで

公開されている動画などを参考に計画した。すり

つぶす時間を短縮するために事前に孔雀石を径数

mm 程度に粗粉砕したものを薬包紙に包んで参加

者に配布するようにした。これを磁性乳鉢に入れ、

乳棒ですりつぶして粉末顔料にしてもらう。スタッ

フによる事前リハーサルでおおよそ 5 分から 10

分程度で絵の具として使える程度に十分すりつぶ

せることを確認しておいた。使用する器材を第 2

図に示す。

市販の孔雀石顔料作成では、粉砕後 篩
ふるい

分けや

水
す い ひ

簸で色調をそろえているが、今回のイベントでは解説にとどめ、粉砕した顔料をそのまま

絵の具として使い、地質標本館キャラクターのカエルの「騎士（ナイト）くん」を印刷した

紙を準備し、孔雀石顔料を小筆で塗ってもらうこととした。本来、顔料粉末は膠や油に混ぜ

て使うが、今回は扱いやすさから PVA 糊（洗濯糊）を使用した。

事前の解説時間、顔料作成、塗り作業時間、片づけ時間も含め、1 回のイベント時間は 1

時間として計画した。参加者数は、会場スペースやスタッフ、器材の関係で 1 回十数人として、

1 日 3 回程度実施している。参加希望者は粉砕時に一定の力が必要なため原則として小学校

第２図　使用した器材　
大・小筆　薬さじ　小皿　磁性乳鉢・乳棒

孔雀石入り薬包紙　騎士くんハガキ
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鉱物を絵の具に
－関心を繋ぐ体験イベント－
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高学年以上とし、事前ネット予約制とした。地質標本館スタッフは、解説担当 1 名、準備お

よび作業補助に各テーブルに１名の計 4 ～ 6 名を配置した。

３）イベント実施

イベント実施に当たってまず、鉱物や岩石についての基礎的な解説と顔料としての鉱物岩

石利用の歴史について、アルタミラ洞窟や高松塚古墳の壁画、燕子花図、フェルメールの絵

画などを例にあげて、15 分ほど説明した。

その後粉砕などの作業手順、安全のための注意事項などを説明し、実際の粉砕作業を行っ

た。安全面では磁性乳鉢・乳棒の破損を防ぎ、孔雀石破片が飛び出さないように、叩かずに

乳棒で押しつぶすように作業を行うことと、粉塵や破片から防護するためのマスクやゴーグ

ルを使用することをお願いして実施した。また粉砕しやすいとは言ってもそれなりの力が必

要で、小学生参加者では保護者や補助スタッフが手伝うこともあった。

おおよそ 5-10 分程度の作業で、粉砕された孔雀石が磁性乳鉢内側に張り付くほどに十分

粉砕される。粉砕を確認したあと、大筆で小皿に半分ほど移して、そこにスタッフが PVA 糊

を数滴入れていき、小筆で騎士くんに色を塗ってもらった。

残った孔雀石粉末は配布した薬包紙に包み直してもらい、試料名ラベルを添えておみやげ

として持って帰っていただいた。最近はあまり使われない薬包紙をあえて使うことで、普段

できない体験感を高める工夫もした。このほか地質標本館に展示している 5 種類の顔料鉱物

（孔雀石、藍銅鉱、青金石、石黄、辰砂）カード 1 セットと解説、鉱物下敷きなどを参加記

念として配布した。

イベント開始から塗り終わりまで約 40-45 分程度、その後は顔料鉱物実物資料の展示、参

考図書の紹介などを行い、予定していた 1 時間で全イベントを終了することができた。

地質標本館で行った「絵の具になる鉱物」作成イベントでは、予約した以外の来館者向けに、

館内イベントとして「絵の具になる鉱物をさがそう」を行った。これはワークシートを配布

して館内に展示している顔料鉱物を探してもらい問題に答えるもので、参加者には顔料鉱物

カード 1 枚を配布した。

３．評価と課題

2024 年 1 月から 2025 年 12 月までに地質標本館で 4 回の同イベントを実施している。イ

ベントの宣伝は地質標本館 web ページや産総研広報や地質標本館 X 投稿などで行った。想像

以上の反応があり、特に 2024 年 11 月 26 日の X 投稿では非常に大きなインプレッション数

（129 万回）とリポスト数（7600 回以上）を獲得した（2025 年 12 月時点）。引用リポストな

どでは、美術や絵画に興味がある方、実際に絵を描いている方からの反応が多く、地球科学以

外に大きな興味を持っている方を惹きつけることができたと考えられる。またいずれのイベン
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トでも予約枠が短時間で埋まり、また館内イベントに参加された方も多く、大きな関心を集め

たことが明らかだった。

参加者アンケートでは、一部に解説がやや難しかったとあったが、面白くなかったなどネガ

ティブな感想は皆無で、非常に好意的な反応が得られた。これまでのイベント感想の一部を紹

介する。

・ 初心者にも分かりやすく説明してくださったので、前提を理解してから演習に入ることがで

きて、より楽しめました。前から岩絵の具に興味があったので、実際に体験できてとても嬉

しかったです。（一般参加者）

・ 楽しかったです！家でもえのぐを作って、絵をかいてみたいです。（小学生）

・ 子供が石が大好きで、かつ最近美術にも興味を持ち始めていたのでドンピシャな企画でし

た！（小学生保護者）

・ 化学・美術・地学がシームレスにつながることに大変感動し、興味深い時間をすごさせてい

ただきありがとうございました。（一般参加者）

館内で実施した「絵の具になる鉱物をさがそう」も、ワークシート方式で館内展示物を探す

形式で行い、こちらも好評を得た。あるテーマで展示を見直す行為が、初回来館者か複数回来

館者かを問わず楽しかったとの意見が多く、「鉱物の見方が変わった。感激のイベントでした」

などありがたい感想をいただいている。本イベントで、アンケート回答にもあった「科学と美

術をシームレスにつなげる」ことで、「地球科学と関心を繋ぐ」イベント企画の目的をおおむ

ね達成できたと評価している。

一方で参加者数が限られること、参加予約システムが先着順であったことから実施を知った

時にはもう予約できなかったとの声もあった。そのため 2025 年 12 月のイベントではより公

平にするため予約方法を抽選制にするなどの改善策を行っている。同時に制約はあるが参加者

数そのものを増やす努力は必要であろう。

４．まとめ

地球科学にそれほど大きな関心はない層の方々に、鉱物に興味を持ってもらうために、鉱物

を実際に粉砕し顔料を作成、絵に塗ってもらうイベントを企画した。これにより予想以上に多

様な来館者の関心を喚起することができた。

専門性による展示だけでなく、他の分野との協働で意外な利用法や社会とのつながりと結び

つけることで、これまでになかった展示価値を見いだすことができる。これからもこのような

企画を通じてより多くの人の関心を繋げ、展示の価値を向上させていきたいと考えている。
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１．はじめに

大阪市立科学館（以下、科学館と呼ぶ）は、1989（平成元）年 10 月に開館した理工系博物

館である。1937（昭和 12）年に開館した大阪市立電気科学館（1989 年 5 月閉館）の伝統を

受け継ぎ、「宇宙とエネルギー」をテーマに掲げており、分野としては天文、物理、化学、気象、

科学史などを扱っている。活動の柱は、プラネタリウムと常設展示場で、展示場では毎日サイ

エンスショーも実施している。そのほか、企画展、各種の教育・普及事業や調査研究、資料収集・

保管など、各種の博物館活動を行っている。

科学館の学芸活動の中心を担うスタッフは、館長や学芸員を含めて 13 名在籍している。学

芸員は研究職に位置付けられており、それぞれの専門分野を中心に、博物館施設が担う資料収

集・保管、展示、調査研究、普及教育の活動全般を担当する。

日々の来館者へのサービス活動は、プラネタリウムと常設展示場（サイエンスショーを含む）

の公開が二本柱で、特にプラネタリウムと常設展示場でのサイエンスショーは、来館者が学芸

員を直接目にすることができ、またコミュニケーションが取れる機会と言える。実験教室やワー

クショップなどの普及事業も同様である。しかしながら、来館者すべてがスタッフとその活動

を目にするわけではないし、加えて博物館活動を支える裏方的活動は基本的には目に触れるこ

とがない。であれば、ともすれば学芸員は「プラネタリウムやサイエンスショーをする人」程

度に思われる可能性があると言える。

そんな中、大阪市立科学館でも、学芸スタッフの活動をより知ってもらうための活動を行っ

ている。ここでは、それらの活動の中のいくつかの事例を紹介する。

２．出版を通じて伝える

１）『月刊うちゅう』

科学館では、広報用出版物の一つとして『月刊うちゅう』を発行している。これは、前身の

大阪市立電気科学館時代に発足した「星の友の会」の機関誌として、1984 年に創刊された。

その活動は現在の科学館にも受け継がれ、40 年以上も発行を続けている。

創刊時のコンセプトは、「居ながらにして科学館の活動に触れることができる雑誌」であり、
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学芸員の活動を市民に伝える
－大阪市立科学館の事例－

大阪市立科学館　学芸員　嘉数  次人
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それは現在でも変わっていない。ここで

言う科学館の活動とは、もちろん学芸ス

タッフが中心に行っている調査研究や教

育普及活動等を意味しており、科学館で

日頃行っている活動を誌上で展開するこ

とにより、来館できない人にも科学館

を体験していただこうと意図している。

従って、『月刊うちゅう』は、科学館の

事業のお知らせを中心とする一般的な広

報誌とは位置づけを異にしており、本誌

の編集・発行・原稿執筆は、広報部門で

はなく学芸部門が担当しているのが特徴

である。

近年は全 24 ページ構成で、科学に関する内容を 6 ページかけてじっくり紹介するメイン記

事を中心に、化学・物理・天文に関する記事、展示場や科学館所蔵資料の紹介記事、プラネタ

リウムやサイエンスショーの紹介、日々の活動の裏話をはじめ、バラエティーに富んだ内容と

なっている。また、一部の記事は外部の研究者等に執筆を依頼しているが、これもスタッフが

紹介したいテーマを考えた上で、第一人者に依頼をするもので、いわば館内で行う講演会を誌

上で実施しているとも言える。なお、科学館スタッフの記事は、全て記名式としており、読者

からスタッフの顔が見えるようにしており、記事を通じて市民と科学館を結ぶことを心がけて

いる。

２）科学館ミニブック

科学館の刊行物の一つに「ミニブッ

ク」シリーズがある。これは、学芸ス

タッフの企画・編集により発行してい

るＡ５サイズの小冊子で、おおむね

20 ～ 30 ページ程度の「薄い本」で

ある。科学館のミュージアムショップ

とオンラインショップで入手可能であ

る。

内容は、科学館の企画展の図録をは

じめ、学芸員の専門分野に関するワン

テーマをまとめたものが中心で、書下

ろしのほか、『月刊うちゅう』の記事

をまとめたものもある。大半の冊子の

写真１：大阪市立科学館発行の『月刊うちゅう』。
1984 年の発行以来、40 年以上にわたって発行を続け、

2025 年秋には通巻 500 号を超えた。

写真２：大阪市立科学館ミニブックシリーズ
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価格は 100 ～ 200 円程度と、売り上げ利益はほとんど無い金額に設定し、気軽に読んでい

ただけるようにしているのが特徴である。企画展図録など一部を除いて、執筆に携わったス

タッフを著者として明記しており、プラネタリウムやサイエンスショーなどでは見ることが

できない、専門家としてのスタッフの活動を伝えている。

３．協働を通じて伝える

１）中之島科学研究所コロキウム

科学館では、毎月第二木曜日の午後

に「中之島科学研究所コロキウム」と

いう事業を開催している。これは、科

学館学芸スタッフと外来の研究協力者

による、研究等の活動発表の場である。

名称に冠されている「中之島科学研究

所」は、1989 年度から 2018 年度ま

で当館を運営していた大阪科学振興協

会が 2009 年に設置した組織で、科学

館の学芸スタッフと外来研究員で調査

研究活動とその普及を行うことを目的としていた。これは当時、科学館は学芸員制を取り、

学芸員は研究職という位置づけであったものの、科研費を申請できる研究機関としては認め

られておらず、また日々の業務の中で研究活動が占める割合が低迷していたことから、活動

を活性化させようという目的があった。また科学館の前身である大阪市立電気科学館では、

市井の研究者と共同で研究活動を行う活動を 1970 年代後半から行っていた。中之島科学研

究所はその精神を受け継いで、市民科学の振興も目的としていた。

設立当初の中之島科学研究所は財団内の一組織として位置付けられ、科学館の学芸スタッ

フが兼務として研究員を担った。加えて、外来の研究者数人を嘱託研究員（主に市井の研究

者や定年退職された大学教員）として招いた。予算措置としては、科学館でもともと予算立

てしていた研究費の一部を研究所の予算費目に移し、嘱託研究員も一定額が使えるように整

えた。そうして行った活動の成果は、研究会や学会、科学館のコロキウム等での発表のほか、

科学館の研究報告誌や学会等の論文誌において公表した。

その後、2019 年 4 月に組織改編が行われ、科学館は地方独立行政法人大阪市博物館機構

の運営となった。その際、中之島科学研究所は組織として存続できず廃止となった。その後は、

学芸スタッフと旧嘱託研究員が、コロキウムでの発表や研究報告誌への投稿などを現在も継

続して行っているが、組織としては存在しない。従って、コロキウムも現在は科学館の普及

行事の一つという扱いになっている。しかしながら、科学館の学芸スタッフと外来研究者が

写真３：コロキウムの様子
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協働で、自らの活動を市民に伝える重要な機会の一つとして、現在に至るまで機能している。

２）ボランティアと協働で

科学館では、ボランティアスタッフの活動支援を行っている。ボランティアには、展示場

での展示解説を担う「サイエンスガイド」、天体観望会で望遠鏡操作や天体解説などを担う

「天体観望会指導員」、科学館のサイエンスショーや実験工作教室を担う「科学デモンストレー

ター」他があり、それぞれ活動している。

中でも、「科学デモンストレーター」は、約１年間の養成講座を受講し、修了したメンバー

で構成されており、2024 年度では 14 名が活動している。その中の一部メンバーは有志で

活動の幅を広げたり、学芸スタッフと共同で得られた知見や考察を論文や報告としてまとめ

たりしている。これらは、施設のスタッフがボランティアを指導または支援するという、ス

テレオタイプ的な考え方から一歩踏み出しており、協働レベルの活動と言うことができる。

４．SNS を通じて活動を伝える

科学館でも、SNS を用いて科学館の活動を広報している。そのうち、Ｘ（旧 twitter）では、

科学館広報に加え、館長と学芸員がそれぞれアカウントを開設し、それぞれが自らの活動を中

心に、ホットな科学の話題などを直接語っている。ポスト（旧ツイート）は記名が原則である。

加えて館の広報部門は、Ｘに加えインスタグラムも開設しており、日々の広報に加えて、学芸

スタッフの日々の活動を取材し、写真や動画、解説文ともに親しみやすい内容を発信している。

５．プラネタリウムやサイエンスショーの位置づけを伝える

科学館のプラネタリウム投影は１日７～８回、サイエンスショーは１日１～４回実施してお

り、学芸スタッフの活動の柱の一つとなっている。そのため、スタッフは日々の一定時間をプ

ラネタリウムとサイエンスショーに時間を割いている。

それぞれの内容は、一般向けプラネタリウムはテーマ部分を３カ月ごとに更新し、またサ

イエンスショーは数種類の演目をアラカルトで実施している。プラネタリウムやサイエンス

ショーは、一見するとシナリオに沿って実施するだけのように思われがちであるが、そのプロ

グラムは全てオリジナルで企画・作成しており、また実際の現場では来場者の様子を見ながら

その場で内容を微調整する。話題になっている科学ニュースや天体現象などタイムリーな情報

も取り入れる。もちろん、楽しみながら学べる雰囲気や、科学的に正しいことを伝える、実験

の場合は安全性を考慮するといった基本的なことを行うのは前提である。そのため、制作と実

施にはかなりの期間と労力、専門性を要する。そこで当館では、プラネタリウムは企画展の一
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つとして位置付けており、また、サイエンスショーもそれに準じている。広報でも、プラネタ

リウムとサイエンスショーは、専門を持った学芸員が担当していること、オリジナルの内容で

あることを伝えるように心がけている。

なお、プラネタリウムでは、土日祝日の夕方に「学芸員スペシャル」という特別プログラム

を実施しており、天文担当学芸員が、それぞれの個性・分野・時事に応じた投影解説や、おス

スメのコンテンツを紹介するなど、日頃の通常プログラムの枠内では伝えきれない話題を取り

上げることにより、より深い活動を展開している。

６．おわりに

以上、大阪市立科学館において、学芸活動をより広く伝えるために実践している事柄のごく

一部を紹介した。

ここで紹介した活動の中には、全国の施設でも一般的に行っていることも含まれているもの

もあるが、館としての基本的な考えとして、①科学館には学芸員を中心とした専門家が在籍し、

②専門知識を活用して、科学館を訪問した来館者だけでなく、広く科学と市民をつなぐための

活動を行っている、という二つの点を柱にして、日々の活動を広く伝えている。

当館は「科学を楽しむ文化の振興」というコンセプトを掲げており、それに沿って、多くの

人に科学を楽しんで学んでもらえるように、日々よりよい活動に取り組んでいきたい。




